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中
世
の

｢
武
士
は
'
と
り
わ
け
弓
射
と
乗
馬
の
技
術
の
向
上
に
励
ま
な
け
れ

1

･rま
ゆみ

は
な
ら
な
か
っ
た
｡
｣

そ
れ
は
｢
騎

射

の
技
術
の
優
劣
は
'
そ
の
こ
ろ
の
戟
斗

形
式
か
ら
い
っ
て
､
自
己
の
生
死
に
か
ゝ

る
だ
け
で
な
く
､
直
接
戦
斗
の
帰
趨

2

つわ
もの
.

を
決
定
し
た
｣

か
ら
で
あ
る
｡
だ
か
ら
'
中
世
武
士
の
'
い
わ

ゆ

る

｢
兵

ノ

道
｣

も
､
近
世
幕
藩
体
制
下
の
観
念
的
処
世
訓
的
な

｢
武
士
道
｣

と
異
な
り
､

戦
士
と
し
て
､
実
用
的
な
戦
技
能
力
の
維
持
向
上
に
つ
と
め
る
こ
と
に
重
点
が

お
か
れ
て
い
た
｡
特
に
'
疾
走
す
る
馬
上
か
ら
的
を
射
当
て
る
と
い
う
騎
射
術

の
練
達
は
､
名
誉
あ
る
武
士
た
る
べ
き
必
須
の
条
件
で
あ

っ
た
｡
ま
た
'
そ
れ

かち
ゆrf

ら
の
基
礎
技
術
で
あ
る
馬
術
や
歩

射

も
尊
重
さ
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
｡

せい
ぴよ
う

いち
にん
とう
せん

つわ
も
の

し
か
し
'
｢
精

兵

｣

と
か
｢

一

人

当

千

の

兵

｣

と
い
わ
れ
る
'
名
誉
あ
る
中

世
武
士
の
､
い
わ
は
戦
技
と
し
て
の
騎
射
術
が
､
日
常
に
お
い
て
は
'
笠
懸
'

つ
く
り

も
の
3

流
鏑
馬
'
牛
遺
物
､
犬
追
物
'
或
い
は

作

物
と

い
う
形
式
で
行
わ
れ
た
と
い
う

事
実
は
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
､
そ
の
内
容
や
故
実
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
は

未
だ
不
明
の
点
が
多
い
｡
中
世
武
士
た
ち
が
'
時
に
お
い
て
は
競
技
と
し
て
､

ま
た
､
時
に
お
い
て
は
奉
納
儀
式
と
し
て
'
更
に
は
賓
客
の
歓
迎
行
事
や
お
祝

い
の
関
連
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
は
'
例
え
は

『
吾
妻
鏡
』
な
ど

で
は
､
競
馬
､
相
撲
､
蹴
鞠
等
と
と
も
に
か
な
り
の
回
数
で
登
場
す
る
｡
し
か

し
､

『
吾
妻
鏡
』
に
は
､
こ
の
書
の
性
格
上
､
そ
の
具
体
的
な
実
施
内
容
に
至

る
ま
で
細
か
に
記
述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
｡

従
っ
て
､
中
世
に
お
け
る
騎
射
や
歩
射
の
研
究
は

『
吾
妻
鏡
』
を
は
じ
め
と

し
て
'
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
､
室
町
時
代
の
関
係
史
料
を
縦
横
に
調
査
検
討
し

な
け
れ
ば
充
全
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
｡
し
か
る
に
'
中
世
に
お
け
る
騎
射

4

や
歩
射
に
関
す
る
研
究
例
は
少
な
い
｡

そ
の
理
由
の

一
つ
と
し
て
は
'
古
文
書

学
的
な
技
術
を
含
め
て
､
史
料
収
集
と
そ
の
研
究
の
困
難
さ
に
あ
る
と
い
わ
れ
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5

て
い
る

｡

本
稿
で
紹
介
す
る
南
部
家
流
鏑
馬
古
文
書

(写
真
)
は
'
史
料
研
究
に
と
っ

て
'
右
の
諸
問
題
を
全
面
的
に
解
決
す
る
と
い
-
わ
け
で
は
な
い
が
'
数
少
な

い
原
史
料
の

一
点
で
あ
り
'
積
み
重
ね
の
必
要
な
研
究
者
に
と
っ
て
貴
重
な
示

唆
を
与
え
る

一
点
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
史
料
の
存
在
に
か
1

わ
る
問
題
性
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
が
､
筆
者
に
と
っ
て
は
'
先
ず
史
料
紹
介
自
体
が
他
の
研

究
者
の
た
め
に
も
急
務
で
あ
る
と
考
え
'
こ
ゝ

に
発
表
を
試
み
る
次

第

で

あ

る
｡附

記
123

19

こ
の
史
料
は
､
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
'
八
戸
市
立
図
書
館
副
館
長
西

村
嘉
氏
の
御
好
意
に
よ

っ
て
､
根
城
南
部
家
ま
た
は
遠
野
南
部
家
に
関

す
る
未
発
表
の
多
数
の
古
文
書
の
写
真
の
中
か
ら
提
供
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
｡
西
村
氏
は
'
こ
れ
ら
の
史
料
を
'
昭
和
四
十
四
年
十

一
月
二

十
三
日
'
東
京
都
府
中
市
の
東
郷
寺
に
在
住
さ
れ
て
い
た
根
城
南
部
家

にち
ざ
ね

の
後
胤
､
南
部
日

宍

氏

(今
は
故
人
)
所
蔵
に
か
1

わ
る
他
の
史
料
と

と
も
に
撮
影
し
'
八
戸
市
立
図
書
館
用
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
る
｡

ま
た
､
八
戸
市
在
住
の
地
方
史
家
上
杉
修
氏
は
､
す
で
に

昭
和

十

年

頃
'
こ
の
同

一
文
書
を
遠
野
市
で
撮
影
し
た
と
い
わ
れ
､
こ
の
古
文
書

の
写
真
を
未
発
表
の
ま
ま
所
蔵
さ
れ
て
い
た
｡

本
稿
の
古
文
書
は
'

｢
南
部
家
流
鏑
馬
古
文
書
に
つ
い
て
｣
と
い
-
顔

で
､
昭
和
五
十

1
年
九
月
十
六
日
'
本
学
医
療
短
期
大
学
部
研
究
発
表

会
で
'
そ
の
概
要
を
発
表
し
て
い
る
の
で
こ
1

に
お
断
り
し
て
お
く
｡

註
及
び
参
考
文
献

L

高
橋
昌
明

｢武
士
の
発
生
と
そ
の
性
格
｣

『歴
史
公
論
』
第
二
巻
第
七
号
､
五
五

頁
'
雄
山
開
､
昭
五
一
｡

2
.

同
右
､
五
五
頁
｡

3
.

『吾
妻
鏡
』
(吉
川
本
｡
国
書
刊
行
会
編
､昭
四
三
｡
以
下

『吾
妻
鏡
』
よ
り
の
引

用
は
す
べ
て
吉
川
本
に
よ
る
)
建
久
元
年

(
二

九
〇
)
八
月
十
六
日
の

｢
三
流

作
物
｣
が
初
見
で
あ
る
｡
永
原
慶
二
監
修
､
貴
志
正
造
訳
註

『全
訳
吾
妻
鏡
』
第

つ
く
り
も
の

三
巻
､

1
六
三
頁

(新
人
物
往
来
社
､
昭
五
一
､

一
二
)
で
は

｢
三
流
れ

作

物

｣

と
振
仮
名
を
し
て
い
る
の
で
こ
れ
を
参
照
し
た
｡

4
.
谷
村
辰
己
編

『体
育
学
研
究
文
献
分
類
目
録
第

1
巻
』

(不
味
堂
'
昭
四
五
)

は
､
日
本
体
育
学
会
第

一
回
よ
り
第
二
〇
回
ま
で
の
発
表
演
題
を
整
理
し
て
い
る

が
､
こ
の
中
の
体
育
史
部
門
の
研
究
発
表
四
八
六
件
中
一
件
で
あ
る
｡

ま
た
､
谷
村
辰
己
編

『体
育
学
研
究
文
献
分
類
目
録
第
二
巻
』

(不
味
堂
､
昭
五

〇
)
は
､
大
学
紀
要
等
研
究
機
関
の
論
文
題
名
を
整
理
し
て
い
る
が
､
体
育
史
関

係
論
文
二
七
1
件
中
三
件
と
な
っ
て
い
る
｡

右
の
中
､
肥
後
和
男

｢中
世
の
射
芸
｣
(東
京
教
育
大
学
体
育
学
部
紀
要
第
三
号
'

昭
三
八
)､
は
最
も
参
考
に
な
っ
た
｡

谷
村
の
目
録
に
は
な
い
が
､
註
1
の

｢武
士
の
発
生
と
そ
の
性
格
｣
は
､
騎
射
等

中
世
武
士
の
芸
の
背
景
に
触
れ
た
好
論
文
で
あ
る
｡

5
.
岸
野
雄
三

『体
育
史
-
体
育
史
学
へ
の
試
論
』
二
〇
〇
頁
､
大
修
舘
'
昭
四
八

(初
版
)

｢

題
名
に
つ
い
て

こ
の
古
文
書
は
'
延
応
元
年

(
二

一
三
九
)
三
月
二
十
八
日
の
年
号
の
あ
る

も
の

(以
下
A
と
す
る
)
と
'
(建
治
二
年

1
二
七
六
)
八
月
十
五
日
の
年
号
の

あ
る
も
の

(以
下
B
と
す
る
)
と
二
通
で
あ
る
が
､
何
れ
に
も
外
題
が
記
さ
れ

て
い
な
い
｡
し
か
し
筆
者
は
'
今
後
こ
の
二
通
を
併
せ
て

｢
南
部
家
流
鏑
馬
古
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文
書
と
命
名
し
発
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
｡
命
名
の
理
由
は
大
略

左

記

に

よ

る
｡1

A
の
古
文
書
は
､
前
後
が
切
れ
て
内
外
の
題
名
判
定
は
困

難

で
あ

る

が
､
B
の
古
文
書
に
は

｢
や
ぶ
さ
め
の
日
記
｣
と
内
題
の
あ
る
こ
と
｡

2

吉
野
朝
史
蹟
調
査
会
編

『南
部
家
文
書
』

(昭

一
四
､

一〇
､

二
五

刊
)
の
附
録

『
八
戸
家
伝
記
』
で
は
､
こ
の
古
文
書
二
通
を
併
せ
て
､

1

す
で
に

｢
流
鏑
馬
之
記
二
巻
｣
と
呼
称
し
て
い
た
こ
と
｡

古
文
書
の
内
容
か
ら
み
れ
ば

｢
流
鏑
馬
｣

｢
笠
懸
｣
等
の
騎
射

の

み

で
な

ノ＼さ
"しゝ

く
､

｢
大
的
｣

｢草
鹿
｣

｢
丸
物
｣
等
の
歩
射
'

｢
八
的
｣

｢
四
六
三
｣
等
､

『
吾
妻
鏡
』
で
い
う
作
物
も
入
っ
て
い
る
の
で
､
総
称
し
て

｢流

鏑

馬

古

文

書
｣
と
呼
ぶ
に
は
多
少
の
抵
抗
も
あ
る
が
､
当
古
文
書
に

｢
や
ぶ

さ

め

の

日

記
｣
と
内
題
が
あ
り
､
す
で
に

｢
流
鏑
馬
之
記
二
巻
｣
と
呼
称
し
て
い
た
事
実

も
あ
る
の
で
､
や
は
り

｢
流
鏑
馬
古
文
書
｣
と
し
た
｡

3

｢
南
部
家
｣
は
､
南
部
三
郎
光
行
を
祖
と
す
る
家
系
の
総

称

で
あ

る

が
､
大
別
し
て
､
光
行
の
嫡
子
南
部
実
光
を
二
代
目
と
す
る
三
戸
南
部

(後
に
盛
岡
に
移
り
盛
岡
南
部
と
も
)
の
系
統
と
､
実
光
の
実
母
弟
南

部
実
長
を
初
代
と
す
る
根
城
南
部

(後
に
遠
野
に
移
さ
れ
遠
野
南
部
と

も
)
の
二
つ
の
家
系
が
あ
る
｡
こ
の
古
文
書
は
t
A
･
B
と
も
根
城
南

部
家
の
後
胤
南
部
日
実
氏
所
蔵
文
書
の

一
部
で
あ
り
､
そ
の
年
号
か
ら

す
れ
ば
､
初
代
南
部
実
長
の
在
世
中
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
｡

従

っ
て
､｢
根
城
南
部
家
｣
と
か

｢
遠
野
南
部
象
｣
と
い
う
肩
書
き
を
附

し
た
方
が
妥
当
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
｡
し
か
し
､
南
部
実
長
は
､

延
応
元
年
か
ら
建
治
二
年
の
頃
は
未
だ
根
城

(現
在
の
青
森
県
八
戸
市

根
城
)
に
定
住
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
､
前
記
の

『
八
戸
家
伝
記
』

に

｢於
二
甲
州
一領
二数
ヶ
所
l､
住
二波
大
井
郷
一｡
故
世
人
或
称
二波
大
井

実
長
こ

と
あ
る
よ
う
に
､

甲
州
波
大
井
に
居
住
し
て
い
た
｡

こ
の
こ

と
か
ら

｢根
城
｣
ま
た
は

｢
遠
野
｣
の
土
地
名
を
附
す
る
こ
と
は
､
こ

の
古
文
書
に
つ
い
て
は
妥
当
を
欠
く
と
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
､
騎
射
に
関
し
て
､
鶴
岡
八
幡
宮
の
放
生
会
流
鏑
馬
に
つ
い
て

2

は
､
南
部
実
長
の
祖
父
､
信
濃
守
加
々
美
次
郎
還
光
か
ら
伝
え
聞
か
さ

3

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
､
兄
南
部
実
光
や

叔
父
小
笠
原

4

次
郎
長
清
か

ら
も
流
鏑
馬
故
実
に
関
す
る
情
報
を
得
て
い
た
か
も
知
れ

な
い
｡
後
述
す
る
よ
う
に
､
こ
の
古
文
書
は
､
小
笠
原
'
武
田
家
等
の

甲
斐
源
氏
系
統
の
流
鏑
馬
に
関
す
る
伝
聞
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
と

も
推
察
さ
れ
る
し
､
そ
う
で
は
な
く
'
や
は
り
南
部

一
族
の
流
鏑
馬
の

鍛
練
の
所
産
と
し
て
書
か
れ
た
古
文
書
と
も
推
察
さ
れ
る
｡
ど
ち
ら
と

も
速
断
し
難
い
｡

以
上
の
二
点
を
考
慮
し
､
広
く

｢
南
部
家
｣
と
し
､

｢根
城

･
遠
野

南
部
家
｣
或
い
は

｢
三
戸

･
盛
岡
南
部
家
｣
と
い
う
特
定
の
家
系
に
こ

だ
わ
ら
な
い
こ
と
に
し
た
｡

註
及
び
参
考
文
献

,1
･

｢草
稿
在
二千
今
畠

'
有
･
l

流
鏑
馬
之
記
二
巻
-'

一
着
延
応
元
年
三
月
廿
八
日

前
後
頗
放
失
云
云
｡

一
着
建
治
二
年
八
月
十
五
日
云
云
｡
是
当
時
之
遺
書
也
｡
因

併
附
二此
書
11至

『
八
戸
家
伝
記
』

(前
出
)
三
四
三
頁
.

2
･

『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
は
'
文
治
三
年

(
二

八
七
)
八
月
十
五
日
'
こ
の
日
始
め
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3｣｢

て
鶴
岡
八
幡
宮
放
生
会
が
行
わ
れ
'
流
鏑
居
も
奉
納
さ
れ
た
｡
こ
の
時
の
源
頼
朝

琶
従
数
人
の
中
に
'
信
濃
守
遠
光
の
名
が
み
え
る
o
遠
光
は
加
々
美
次
郎
遠
光
の

こ
と
で
'
甲
斐
源
氏
の
祖
新
羅
三
郎
義
光
の
子
義
清
の
孫
に
あ
た
る
｡
頼
朝
の
信

頼
が
あ
り
息
女
が
頼
家
の
世
話
係
と
な

っ
て
い
る
｡

(文
治
四
年
七
月
四
日
)

彼
は
秋
山
家
初
代
光
朝
や
'
小
笠
原
家
初
代
長
酒
､
ま
た
南
部
家
初
代
三
郎
光
行

の
父
で
あ
る
｡
南
部
家
二
代
実
光
や
根
城
南
部
家
初
代
実
長
か
ら
す
れ
ば
祖
父
に

な
る
｡

南
部
家
初
代
三
郎
光
行
の
後
継
者
で
南
部
家
二
代
と
な
る
｡
根
城
南
部
家
初
代
実

長
の
同
母
兄
で
あ
る
｡

(異
母
兄
行
朝
は
後
継
を
辞
退
し
'

二
戸
の
祖
と
な

っ
た

と
い
わ
れ
る
)
実
光
は
'

『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る
と
'
建
長
四
年

(
二

一
五
二
)
辛

二
月
十
七
日
七
宗
尊
親
王
将
軍
の
鶴
岡
八
幡
宮
御
参
の
時
の
随
兵
や
'
建
長
五
年

(
一
二
五
三
)
八
月
'
建
長
六
年

(
二

一
五
四
)
八
月
の
鶴
岡
八
幡
宮
放
生
会
流

鏑
馬
の
時
の
随
兵
と
し
て
参
列
し
そ
の
実
状
を
見
聞
し
て
い
る
｡

南
部
実
長
の
父
で
あ
る
南
部
三
郎
光
行
の
兄
に
あ
た
る
｡
実
長
か
ら
み
れ
ば
叔
父

で
あ
る
｡
甲
斐
源
氏
を
代
表
す
る
弓
馬
の
芸
の
達
人
と
考
え
ら

れ

る
｡

『
吾

妻

鏡
』
に
よ
れ
ば
'
建
久
四
年

(
一
一
九
三
)
八
月
十
六
日
の
鶴
岡
八
幡
宮
放
生
会

流
鏑
居
の
射
手
の

一
人
と
し
て
登
場
以
来
'
度

々
こ
の
放
生
会
流
鏑
馬
の
射
手
と

な

っ
た
｡

ま
た
建
久
五
年

(
二

一九
四
)
十
月
九
日
'
小
山
左
衛
門
尉
朝
政
の
家
で
'
源

頼
朝
臨
席
の
も
と
'
弓
馬
の
芸
に
達
し
て
各

々
の
家
伝
を
継
承
す
る
十
八
名
を
集

め
'

｢
流
鏑
居
以
下
作
物
｣
射
法
を
東
国
武
士
の
射
法
と
し
て
統

一
を
試
み
た
こ

と
が
あ
る
｡
こ
の
十
八
名
の
中
に
甲
斐
源
氏
を
代
表
す
る
小
笠
原
次
郎
長
清
も
武

田
兵
衛
討
有
義
と
と
も
に
入

っ
て
い
る
｡
恐
ら
く
'
こ
と
弓
馬
の
芸
に
関
し
て
は

一
方
の
雄
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

『
南
部
史
』

(八
頁
｡
熊

谷
印
刷
出
版

･
昭
四
七
第
四
版
)
に
よ
れ
ば
'
実
長
の
兄
実
光
は
'
小
笠
原
長
清

の
息
女
を
妻
に
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
｡

ニ
'
解

読

こ
の
古
文
書

は
'
右

の
註

Ⅰ
に
記

し
た
よ
う
に
､
す

で
に

【【南
部
家
文
書
』
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の
編
者
が
眼
を
通
し
て
い
る
が
'
内
容
に
つ
い
て
は
紹
介
し
て

い
な

い
｡

ま

に
い

だ
ま
さ
こ

と

1

た
､
か
つ
て
新

田

政

箇

が

『
三
翁
昔
語
』

で
解
読
を
試
み
て
い
る
｡
し
か
し
､

本
人
が

｢
早
々
に
写
し
取
り
供
故
､
写
し
違
い
多
か
る
べ
し
｣
と
述
べ
て
い
る

2

ヽ

た

よ
-
に
､
こ
の
解
読
に
は
不
備
の
点
が
多
い
｡

こ
ゝ

に
あ
ら
た
め
て
解
読
を
試

み
る
所
以
で
あ
る
｡

(

)
は
筆
者
註
｡

(的
)
3
(様
)

Jヽ･-(

己幸吉@誓書己享
(串
)

(戻
)

′
)

Iヽ
,1

の
な

か

の
な(

かき
さ

尺
五
寸

ー12
(寸

法
)

の

す
ん

さ は

A
一
､
八
ま
と
の
や
-

(杖
)

(逮
)

つ
ゑ

の
と
を

さ
う
六
寸

三
尺
三
寸

(大
狭
間
)
13

お

1
は
さ
ま

十
八

(的
)

ま
と
の

(串
)

4

寸
方

四
寸

く
し誘

の の

主祭lI:
と

を
さ さ
八 ≡三

?戸._･rミ
ズ_)二二
寸

延
応
元
年
三
月
廿
八
日

(脇

細
)
5

(的
)

B

一
､
わ
き
ほ
そ

ハ
三
ま
と
の
心
な
る
へ
し

(小
狭

間
)
13

(杖
)

こ
は
さ
ま
六

つ
ゑ

(三

々

九
)

1
､
さ
ん
-
＼
く

(的
)

(寸

法
)

ま
と

の
す

ん
ほ
う

六
寸

(轟
)

(戻
)

く
し

の
な
か

さ
三
尺
三
寸

(杖
)

(逮
)

(大

狭
間
)

つ
ゑ

の
と
を

さ

お

1
は
さ
ま

十
九

(小

狭

間
)

こ
は
さ
ま
六

つ
ゑ

こ
か
さ
か
け

の
ま
と

ハ
一
寸
あ
る

い
ハ
二
寸

(的
)

大
ま
と
の
寸
方
三
尺
五
寸

一
､

(6
)

(三

々

九
)
7

四
六
三

ハ

さ

ん
-

く
の
心
な
る
へ
し

(名
)
(受
)

(筋
)

8

志
に
て
な
を
-
け

す

し
な
り

(小

笠

懸
)

(的
)

9
(或
)

(但
)

(流
鏑
馬
)

た

ゝ
し
こ
の
や
ぶ
さ
め

ハ

ヽ

早(
つ八

とJま工 苦L'I,
(疏

鏑あ あ 夏

岩室〇芝草

的
)

早
ぶ
さ

岩男禁善言
普
と
の 尺 寸

寵 言
う)

(杖
)

(法
)

つ
ゑ

の
寸
ほ
う

の
事

･表;三¢
草 と_G

し壷
＼ゝ-で
p一票盲笠亭
ま丸か 三

::_喜7_.:.き

つ蒜九

を
か

ヽ

壬二三
め馬
の)

日(

きき

葦L･B
の と

jLL汀･
ほ
-

九
寸

(的
)

一
㌧
三
つ
ま
と

(的
)

(汰
)

(寸
)

ま
と
の
寸
ほ
う
九
す
ん

(串
)

(長
)

く
し

の
な

か

さ
三
尺
五
寸

(杖
)

(数
)

つ
ゑ

の
か
す

十
七

(也
)

(普
)

(時
)
14

た

1
し
な

ら

ふ
と
き

ハ
十

五

(手
狭
)

一
､
た
は
さ

み

(的
)

(法
)

ま
と

の
寸
ほ
う

六
寸
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雪芙己享
は狭の

董轄 毒
さ
三
尺
三
寸

(杖
)

(数
)

つ
ゑ

の
か
す

十
八

(
也
)

(育
)

(時
)

た

ゝ
し
な
ら

ふ
と
き

ハ
十
六

(さ
ん
く

く

)

一
､

三

々
九
(的
)

(法
)

ま
と

の
寸
ほ
う
六
寸

(串
)

(長
)

く

し

の
な

か

さ
三
尺
三
寸

(大

狭

間
)

(也
)

(普
)

お
1

は
さ
ま
十
九

た
ゝ

し
な
ら

(同
)

ふ
時

ハ
お
な

し

大 田 尚 充

己重き餌 ',,､孟ゑこ;LJと
の の の
な(寸

を吾等垂

尺 寸

(普
)

(杖
)

た
ゝ

し
な
ら

ふ
と
き
七
つ
ゑ

ヽ

四⊥ 一一･一●
/＼ 二

翌ゝ々(三 つ

I:tLL 手(的
)

ま
と

の
心
な
る
へ
し

:;き き 空軍iZq
L L
三 た(の
々 LゝA心
な
る
へ
し

九 し
の こ
こ の
(流
鏑

馬
)

(普
)

や
ぶ
さ

め
を

ハ
な
ら

ハ
す

(心
)

(串

物
)

(敬
)

ゝ
ろ

な
れ

ハ
と
て
志
に
て
く

し
も

の
お
し

ゑ
る

奉b71宕

Jiil

絹
の
と三
を

さ ミ宮
や)
乃15

三品
さ鏑

め馬
の)

事

(流

鏑

馬

屋
)

(的
)

16

や
ぶ
さ

め
や
よ

り

一
の
ま
と

へ
五
十

(的
)

(的
)

(間
)

一
の
ま

と

よ
り
二
の
ま
と

へ
あ

い

三
十
八

二

の
ま
と
よ
り
三
の
ま
と
へ

三

十
八

(逮
)
17

十
れ

ん

弓
十
人

(幣
)
18

御

へ
い

(
益
子
)18
(群
)

ミ

こ
の
む
ら
八
人

(
居

長
)
18

む
ま
を
さ
十
人

(田

楽
)
18

て
ん
か
く
言霊
め馬iZq

(塞
)

(左
)

ワ
ら

ハ
ひ
た
り

(舎
人
)

(右
)

と
ね
り

み
き
り

(四
対
)

よ

つ
い

(当

色
)

た
う
し
き

(競
馬
)

け
い

ハ
(戟

く
ら(読 iEl

鏑む馬FF-1_)

や

ぶ
さ
め屈ま)
の)五18

重言華
二 い
尺

(玩
)

-

い
三
し
ゃ
く
五
寸

(秩
)

は
さ

む
串
三
寸

(建

治
)

(年
)

け
ん
ち

二
ね
ん

八
月
十
五
日

註
及
び
参
考
文
献

L

『
三
翁
昔
語
』
｡
南
部
家

一
族
新
田
政
箇
が
'
根
城
南
部
家
の
初
代
南
部
実
長
か

ら
'
寛
永
四
年

(
一
六
二
七
)
遠
野
鍋
倉
城
に
移
る
ま
で
の
'
二
十
二
代
に
わ
た

る
領
主
の
事
績
を
述
べ
た
も
の
.
明
和
八
年

(
一
七
七

1
)
成
立
.

『
青
森
県
叢



南部家流鏑馬古文書について

2

書
的
』
所
収
O
歴
史
図
書
杜
復
刻
版
'
昭
四
八
｡

同
着
'
三
六
六
-
三
六
八
頁
｡

一
､
八
ま
と
の
や
う

延
応
元
年
三
月
廿
八
日

一
'
わ
き
不
そ
は
三
ま
と
の
心
な
る
へ
し

二

四
六
三
は
さ
ん
〈

に
の
心
な
る
へ
し

一
㌧
こ
か
さ
り
気
の

ま
と
ハ
一
寸

あ
か
い
は
二
寸

一
㌧
大
ま
と
す
方
三
尺
五
寸

つ
ゑ
三
十
三

二

と
を
か
さ
か
け

つ
く
し
の
つ
へ

二

村
方
丘
三

く
ま
ろ
物
つ
へ
十

一

や
ぶ
さ
め
の
日
記

一
､
三
つ
ま
と

や
ぶ
さ
め
の
ま
と
の
寸
不
ら
､
つ
ゑ
の
寸
不
の
孝

二

三
つ
ま
と

1
'
三
々
九

1
'
や
つ
ま
と

一
㌧
い
き
不
ろ

≡
つ
ま
と
の
心
な
る
へ
し

二

四
六
三

わ
か
み
や
の
や
ぶ
さ
め
の
事

一
九
人
ち
十
人

一
㌧
た
は
さ
み

或
い
は
く
ら
へ
む
ま

一
､
さ
ん
/
＼
-
㌔

一
㌧
や
つ
ま
と

25

3

け
ん
ち
こ
禰
ん
八
月
十
五
日

早
々
に
写
取
俣
故
写
違
多
か
る
へ
し
｡
但
延
応
元
年
は
正
平
廿

一
年
よ
り
百
廿
八

年
以
前
の
年
号
也
｡
建
治
は
正
平
廿

一
年
与
九
十

一
年
以
前
也
｡
尤
何
れ
の
御
代

に
何
し
ょ
り
御
求
め
被
成
俣
我
｡
其
義
御
知
れ
不
中
に
付
'
御
家
伝
記
に
は
右
二

幸
実
長
君
当
時
の
遺
書
と
御
記
被
成
侯
｡

八
的
｡
藤
原
明
衝
の
作
と
さ
れ
る

『新
猿
楽
記
』

(十

一
世
紀
初

め
成

立
)

の

あ
ぎ
な
は
じ
め

は
せ

｢
天
下
第

一
の
武
者
｣
(
字

は

元

､

名
は
勲
藤
次
)
は
'

｢合
戦
'
夜
討
､
馳

輿 望
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4

充尚田太

567
ま
も
ゆ
rt

と
も
し

か
も
ゆ
rt

-
士
ゆ
rt

や
つ
ま
と

待

射

'

照

射

'

歩

射

'

騎

射

'

笠
懸
､
流
鏑
馬
､
八

的

な

ど
の
名
人
｣
と
い
わ
れ

る
よ
-
に
'
す
で
に
平
安
末
期
に
は
演
じ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

『吾
妻

鏡
』
で
は
､
建
久
元
年

(
二

九
〇
)
八
年
十
六
日
の
鶴
岡
八
幡
宮
の
放
生
会
流

鏑
馬
で
初
見
さ
れ
る
｡
演
者
は
､
か
つ
て
平
家
の
家
人
河
村
三
郎
義
秀
で
､

｢
三

流
れ
作
物
｣
と
し
て

｢
三
尺
､
手
狭
､
八
的
｣
を
行

っ
た
と
い
う
｡
高
度
な
芸
と

見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
｡

｢方
｣
に
つ
い
て
｡
新
井
白
石

『本
朝
軍
器
考
巻
四
』
六
七
頁

(新
訂
増
補

『故

ケ
タ

実
叢
書
』
第
三
十
五
回
所
収
｡
吉
川
弘
文
館
｡
昭
二
九
)
で
｢
方

｣

と
振
仮
名
を

ケ
ク

し
て
い
る
｡
こ
れ
は

｢角
｣
の
意
で
､
も
し

｢
ま
と
の
寸
､
方

四

寸
｣
と
読
め
ば

l
辺
が
四
寸
の
四
角
な
的
の
こ
と
に
な
る
｡
し
か
し
後
出
の
建
治
二
年
の
古
文
書
ケ

タ

で
は

｢
寸
は
-
｣

｢
す
ん
は
-
｣
と
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
､
こ
1
で
も
｢
方

(汰
)

四
寸
｣
と
い
-
よ
り

｢寸

方
四
寸
｣
と
読
ん
だ
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
｡

｢
わ
き
ほ
そ
｣
｡
小
笠
原
持
長

『流
鏑
馬
次
第
』

〔永
享
八
年

(
一
四
三
六
)
八

月
二
十
八
日
成
立
｡
〕
七
五
頁

(塙
保
己

一
編

『
群
書
類
従
第
二
十
三
輯
武
家
部

⇔
』
所
収
｡
酎
燈
杜
版
｡
昭
二
六
)
で
は

｢
わ
き
ほ
う
｣
と
し
て

い
る
｡

し

か

し
､
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
'
筆
記
写
本

『流
鏑
馬
類
従
次
第
』

(後
述
)

で

は

｢
ワ
き
ほ
そ
｣
と
し

｢脇
細
｣
の
漢
字
を
当
て
1
い
る
｡
ま
た
伊
勢
貞
丈

『
安
斎

推
考
下
の
巻
』
三
七
二
頁

(新
訂
増
補

『故
実
叢
書
』
第
二
十
二
回
所
収
｡
吉
川

弘
文
館
｡
昭
二
七
)
で
も

｢
ワ
キ
ボ
ソ
｣
と
し
て
い
る
の
で
､
や
は
り

｢
わ
き
ほ

そ
｣
と
考
え
ら
れ
る
｡

｢
四
六
三
｣
｡

『吾
妻
鏡
』
で
は
､
寛
喜
元
年

(
一
二
二
九
)
六
月
二
十
七
日
と

同
年
十
月
二
十
二
日
の
二
回
､
他
の

｢
作
物
｣
と

1
諸
に
実
施
し
て
い
る
記
録
が

あ
る
.
特
に
前
者
の
記
録
で
は
､
小
山
五
郎
長
村
が

｢
七
違
｣

｢取
止
｣
､
駿
河

次
郎
泰
村
が

｢
四
六
三
｣

｢遠
立
｣
､
駿
河
四
郎
家
村
が

｢
八
的
｣
､
小
笠
原
六

郎
時
長
が

｢
三
尺
｣

｢取
止
｣
を
各
々
実
施
し
て
い
る
｡

『
吾
妻
鏡
』
に
記
録
と

し
て
見
え
る

｢作
物
｣
は
､
右
の
七
違

･
取
止

･
四
六
三

･
遠
立

･
八
的

二
二
尺

の
六
種
目
と

｢
手
挟
｣
の
合
計
七
種
目
で
あ
る
｡

『吾
妻
鏡
』
の
記
録
で
は
'
何
れ
も
前
述
し
た
建
久
元
年
八
月
十
六
日
､
寛
書
元

年
六
月
二
十
七
日
'
同
年
十
月
二
十
二
日
の
三
回
出
現
す
る
｡

｢
さ
ん
-

く
｣
は
漢
字
を
当
て
れ
ば

｢
三
々
九
｣

｢
三
尺
｣
と
も

な

る
｡

し
か
し
読
み
方
に
つ
い
て
は
､
例
え
ば
伊
勢
貞
丈
の

『貞
丈
雑
記
』

四

八
九

頁

89

(新
訂
増
補

『故
実
叢
書
』
所
収
｡
吉
川
弘
文
舘
｡
昭
二
七
)
に
は

｢
(
三
尺
)

ち

(
サ
ン
ザ
ク
)
也
｡

(三
々
九
)
ち

(
サ
ン
ザ
ク
)
也
｡
三
流
の
作
り
物
､
皆

騎
射
に
見
ゆ
｣
と

｢
サ
ン
ザ
ク
｣
と
読
ま
せ
て
い
る
.
ま
た
同
じ
著

者

に
よ

る

『安
斎
随
筆
巻
三
十
二
』
二
九
七
頁

(新
訂
増
補

『故
実
叢
書
』
第
二
十
二
回
所

収
｡
吉
川
弘
文
館
｡
昭
二
七
)
で
は

｢
三
尺
を
サ
ン
ザ
ク
と
よ
む
べ
し
｡
古
き
詞

に
は
尺
を
さ
く
と
云
ふ
｡
古
書
に
は
文
字
に
拘
ら
ず
詞
に
合
せ
て
文
字
を
仮
り
用

ふ
る
事
多
し
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
確
か
に
､
こ
の
古
文
書
の
建
治
二
年
の
方
に
は

｢
三
さ
く
三
寸
｣
と

｢
尺
｣
を

｢
さ
-
｣
と
読
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も

あ

る
が
､

｢
三
々
九
｣
の
固
有
名
詞
を
す
べ
て

｢
サ
ン
ザ
ク
｣
と
読
ま
せ
る
の
は
無
理
と
考

え
ら
れ
る
｡
や
は
り
こ
1
で
は

｢
さ
ん
-
＼
く
｣
と
読
む
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
｡

｢
四
六
三

｣
は
誰
に
で
も
す
ぐ
出
来
る
と
い
う
技
で
は
な
く
､
希
望
者
の
中
か
ら

指
名
を
受
け
た
者
が
行
-
-
と
い
う
の
が
本
筋
で
あ
る
｡
-

の
意
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
｡

『吾
妻
鏡
』
寛
喜
元
年

(
二

三

九
)
十
月
二
十
二
日
の
記
録
で

は
､

｢
三
々
九
､
四
六
三
以
下
作
物
等
｣
に
つ
い
て
､

｢
此
芸
朝
夕
非
可
被
御
覧

事
之
由
｣
と
し
て
至
難
の
芸
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
｡
新
井
白
石

『本
朝
軍
器
考

巻
四
』
三
九
頁

(前
出
)
で
は
､

｢
八
的
､
小
串
ナ
ド
ハ
､
其
ノ
芸
ノ
精
シ
キ
ヲ

試
ミ
ン
ト
ノ
タ
メ
ナ
ル
ヘ
h
J
と
､

｢
作
物
｣

(四
六
三
等
を
含
め
て
)
の
芸
の

高
度
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
｡
建
治
二
年
の
古
文
書
に
あ
る

｢
四
六
三
｣
の
但
し

書
き
の
項
で
は

｢
く
し
も
の
｣
と
い
-
言
葉
を
使

っ
て
い
る
が
､
こ
の

｢
く
し
も

の
｣
が
右
の

｢
小
串
｣
と
同

一
な
も
の
か
ど
う
か
検
討
を
要
す
る
と
思
う
｡

こ
の
的
は
極
め
て
小
さ
い
｡

『
射
御
拾
遺
抄
』

〔応
永
二
十
九
年

(
一
四
二
二
)

三
月
成
立
〕

(塙
保
巳

一
編

『続
群
書
類
従
第
三
十
三
輯
下
武
家
部
』
所
収
｡
続

群
書
類
従
完
成
会
刊
O
昭
六
)
や

『法
量
物
』

〔応
永
二
十
七
年

(
T
四
二
〇
)

八
月
成
立
〕

(
『
群
書
類
従
第
二
十
三
輯
武
家
部
⇔
』
所
収
｡
前
出
)
等
に
は
､

こ
の
大
き
さ
は
四
寸
と
あ
る
｡
尤
も
前
記

『
射
御
拾
遺
抄
』
三
八
七
頁
で
は

｢根

本
小
か
さ
か
け
と
い
ふ
ハ
､
ふ
せ
鳥
を
表
す
る
な
り
｣
と
し
て
い
る
の
で
､
的
の

小
さ
い
意
味
は
理
解
さ
れ
る
が
､
そ
れ
に
し
て
も
小
さ
い
｡
な
お
的
ま
で
の
距
離

は
前
記

『法
量
物
』
(
五
四
頁
)
に
よ
れ
ば
､
｢
さ
ぐ
り
｣
よ
り

｢
八
寸
｣
と
あ
る
O

『
吾
妻
鏡
』
の
記
録
で
は
､
建
久
三
年

(
二

九
二
)
八
月
二
十
日
に

｢革
鹿
｣

の
勝
負
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
こ
の
時
は
､
同
年
八
月
九
日
の
源
実
朝
の
誕
生
を
祝

し
､

｢
父
母
兼
備
の
射
手
｣
と
し
て
梶
原
左
衛
門
尉
景
李
､
比
企
弥
四
郎
時
貞
､
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三
浦
兵
衛
尉
義
村
､
同
大
郎
景
連
'
千
葉
兵
衛
尉
常
秀
'
梶
原
兵
衛
尉
景
定
が
選

ば
れ
て
こ
れ
を
行

っ
て
い
る
｡

11

｢
ま
ろ
物
｣
は

『
吾
妻
鏡
』
の
記
録
に
は
見
え
な
い
｡
『
丸
物
草
庵
之
記
』
(成
立

年
､
著
者
不
詳
)

(
『続
群
書
類
第
二
十
三
輯
下
武
家
部
』
所
収
)
五
一
八
頁
に

は

｢
丸
物
の
始
ハ
'
正
治
年
中

(
二

九
九
-

〓

10
0
)
'
海
野
小
太
郎

幸

氏
､
工
藤
小
次
郎
行
光
等
､
藤
沢
次
郎
親
綱
か
家
に
会
合
し
て
作
り
出
せ
り
｡
左

金
吾
頼
家
将
軍
此
由
聞
し
召
さ
れ
て
､
御
重
の
内
に
的
か
け
て
射
さ
せ
給
ひ
し
は

と
に
､
人
々
是
を
学
び
射
た
り
し
と
申
伝
た
り
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
新
井
白
石
も

｢
本
朝
軍
器
考
巻
四
｣
四
二
頁

(前
出
)
で
､
こ
の

『
丸
物
革
鹿
之
記
』
の

｢
丸

物
の
始
｣
の
項
を
引
用
し
て
い
る
｡
ま
た
､
小
笠
原
播
磨
守
元
長
相
伝
の
写
し
と

い
う

『
丸
物
之
記
』
五
〇
七
頁

(
『続
群
書
類
従
第
二
十
三
輯
下
武
家
部
』
前

出
)
で
は

｢天
れ
丸
物
ハ
､
遠
笠
懸
の
風
情
を
以
て
､
初
心
の
人
に
矢
所
を
し
ら

せ
ん
が
為
也
-
｣
と
そ
の
目
的
を
う
た
っ
て
い
る
｡

12

｢
た
は
さ
み
｣
｡
伊
勢
貞
丈
の

『安
斎
随
筆
巻
之
三
十
二
』
二
九
七
頁

(前
出
)

で

｢
手
挟
と
は
挟
物
な
り
｡
手
と
は
轟
の
事
を
云
ふ
｡
是
は
草
木
の
花
､
葉
､
抱

月
､
沓
､
扇
な
ど
挟
み
立
て
ゝ

射
る
事
な
り
｣
と
し
て
い
る
が
'
こ
ゝ
で
は

｢的

の
寸
法
六
寸
｣
と
大
き
さ
を
決
め
て
い
る
｡

『射
御
拾
遺
抄
』
三
九

二
頁

(前

出
)
で
は

｢
は
さ
ミ
物
と
云
ハ
'
何
に
て
も
畠
に
は
さ
ミ
し
射
物
を
云
也
｡
然
と

も
､
ま
づ
ハ
方
四
寸
の
す
き
い
た
を
'
両
の
は
し
を
き
ざ
み
こ
み
て
射
る
を
い
ふ

也
｣
と
し
て
い
る
｡
的
の
大
き
さ
に
相
違
は
あ
る
が
､
や
は
り

｢
た
は
さ
み
｣
の

的
の
原
形
は

｢
す
き
い
た
｣
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
尤
も

『
射
御

拾

遺

抄
』

(前
出
)
で
も

｢木
の
葉
'
草
の
は
｣

｢沓
｣
な
ど
も
例
と
し
て
あ
げ
て
い

る
.

『
吾
妻
鏡
』
で
は
､
寿
永
元
年

(
二

八
二
)
六
月
七
日
'
牛
遺
物
の
後
に

も
▲
ぬ
AtIぐ
つ

た
け

｢
以
二
股

解

沓

】
差
二
長

八

尺
串
一召
l一愛
甲
三
郎
.令
レ
射
給
｣
と
､
沓
を
的
に
し

た

記
録
が
あ
る
｡

(大

狭

間
)

(小

狭

間
)

13

｢
お
ゝ

は
さ
ま
｣

｢
こ
は
さ
ま
｣
と
い
-
用
語
は
'
騎
射
関
係
の
馬
場
と
し
て
は

稀
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
独
特
の
馬
場
の
作
り
方
と
射
法
の
あ
っ
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
｡

(普
)

(時
)

14

｢な
ら
ふ
と
き
ハ
｣
十
五
と
い
う
の
は
､
本
番
の
勝
負
か
儀
式
の
時
以
外
の
練
習

時
に
は
､
的
ま
で
の
距
雑
を
少
し
短
か
く
す
る
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
｡
本

番
の
時
で
も
､
射
手
の
老
若
､
技
術
の
程
度
に
よ
り
的
ま
で
の
距
離
を
変
え
る
と

い
う
表
現
は
時
折
見
か
け
る
が
､
練
習
時
は
当
然
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
慮
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
た
ゞ
し
'
こ
の
よ
-
な

｢
習
ふ
時
ハ
云
云
｣
と
い
う
表

現
は
珍
ら
し
い
｡

15

｢
わ
か
み
や
｣
｡
康
平
六
年

(
一
〇
六
三
)
に
源
頼
義
が
奥
州
を
鎮
定

し

て
帰

り
'
海
岸
近
く
の
由
比
郷
鶴
岡
の
地
に
潜
か
に
石
清
水
八
幡
を
勧
請
し
､
鶴
岡
若

宮
と
称
し
た
と
い
う
｡
そ
の
後
､
治
承

(
一
一
八
〇
)
四
年
､
源
頼
朝
が
鎌
倉
に

入
る
と
'
小
林
郷
北
山
に
遷
座
し
､
鶴
岡
新
宮
若
宮
と
称
し
'
若
宮
大
路
､
源
平

池
を
作
る
な
ど
次
々
と
境
内
の
整
備
を
行
っ
た
｡
し
か
し
建
久
二
年
(
二

九

一
)

町
の
大
火
で
類
焼
し
た
の
で
社
殿
を
大
臣
山
の
中
服
に
造
営
L
t
新
た
に
石
清
水

八
幡
宮
を
勧
請
し
'
鶴
岡
八
幡
宮
を
創
建
し
た
｡
今
の
本
宮

(上
官
)
で
あ
る
｡

こ
の
時
若
宮

(下
宮
)
も
再
建
し
て
上
下
宮
と
し
た
｡
以
上
白
井
永
二
編

『鎌
倉

ぬ
き
た
つ
と

事
典
』
二
〇
七
頁

(東
京
堂
､
昭
五
一
)
参
照
｡
な
お
､
貫

達

人

(鎌
倉
国
宝
館

長
)

『鶴
岡
八
幡
宮
』

(中
央
公
論
美
術
出
版
､
昭
五
一
)
に
詳
し
い
｡

こ
の
古
文
書
の
建
治
二
年

(
一
二
七
五
)
は
､
時
期
的
に
は
下
宮
と
し
て
の
若

宮
を
指
す
こ
と
に
な
る
が
､
鶴
岡
八
幡
宮
放
生
会
流
鏑
馬
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る

の
で
､
鶴
岡
若
宮
の
意
味
で
書
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
｡

16

『流
鏑
馬
次
第
』
七
三
頁

(前
出
)
で
は

｢
一
の
的
の
間
四
十
八
枚

(
一
枚
は
七

尺
五
寸
)
｡
但
､
馬
の
は
や
き
お
そ
き
に
よ
り
て
的
の
間
の
べ
し
ゞ
め
の
あ
る
べ

し
｡
又
､
射
手
の
老
少
に
よ
り
て
､
畠
も
の
べ
し
ゞ
め
あ
る
べ
し
｡
此
等
は
故
莱

也
｡
こ
の
的
の
間
三
十
八
杖
､
三
の
間
三
十
七
杖
｣
と
あ
る
｡
右
は
'
小
笠
原
系

の
流
鏑
馬
馬
場
の
作
り
方
の
一
部
で
あ
る
が
'
放
生
会
流
鏑
馬
の
馬
場
が
こ
の
古

文
書
の
通
り
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
小
笠
原
系
の
そ
れ
と
幾
ら
か
相
違
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
｡

17

『
吾
妻
鏡
』
寛
元
元
年

(
一
二
四
三
)
八
月
十
六
日
の
記
録
に

｢自
今
年
三
千
年

馬
場
儀
､
依
御
立
願
可
有
結
構
云
云
｡
仇
十
列

(以
下
氏
名
略
)
｣
と
､
馬
場
の

俵
そ
の
も
の
ゝ

様
式
も
､
従

っ
て
以
後
の
記
録
も
著
し
く
変
化
し
て
く
る
｡
こ
の

(逮
)

古
文
書
で
は
十
れ
ん
と
あ
る
が
､
お
そ
ら
く

｢
十
列
｣
と
同
じ
意
味
で
書
い
た
の

で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
｡
翌
寛
元
二
年

(
二

一四
四
)
八
月
十
六
日
の
馬
場

の
儀
で
は

｢
以
五
位
六
位
等
為
十
列
｣
と
資
格
を
明
記
し
'

｢左
衛
門
尉
｣

｢兵

衛
尉
｣
が
列
し
て
い
る
｡
十
列
と
は
十
人
で
あ
る
｡

18

『
吾
妻
鏡
』
寛
元
三
年

(
一
二
四
五
)
八
月
十
六
日
の
馬
場
の
儀
は

｢希
代
壮
観
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也
｣

と
し
｡
か
な
り
詳
し
く
記
鋲
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
中
で

｢供
奉
人
同
昨
日
有

(今
)

御
幣
､
昨
又
有
御
杖
｣

と
あ
り
'
古
文
書
の

｢御
へ
い
｣

は
'
こ
の
供
奉
人
の
中

の

｢御
幣
｣
を
記
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

こ
の
記
録
文
の
終
り
に

｢神
子
､
田
楽
'
馬
長
等
如
レ恒
｣

と
あ
る
｡
神
子
は

こ
の
古
文
書
で
は
荘
子
と
思
わ
れ
る
が
'
こ
れ
は
当
初
か
ら
八
人
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
｡

(
『鎌
倉
事
典
』
鶴
岡
八
幡
宮
の
項
参
照
｡
)

田
楽
と
表
現
し
て
い
な
い
が
'
鶴
岡
八
幡
宮
放
生
会
で
は
､
舞
楽
は
文
治
四
年

(
二

八
八
)
八
月
十
五
日

(第
二
回
目
の
定
例
放
生
会
)
か
ら
行
わ
れ

て
い

る
｡
文
治
五
年

(
=

八
九
)
(靴
で

｡
の
放
生
会
で
は

｢舞
童
八
人
相
分
左

右
｣
て
参
加
し
､
そ
れ
ら
は

｢
嘗
梶
山
児
童
｣
達
で
あ
っ
た
｡

馬
長
は
文
治
五
年

(
二

八
九
)
四
月
三
日
の
鶴
岡
臨
時
祭
で
初
め
て
記
録
さ

れ
て
い
る
が
'
こ
の
時
は
十
拓
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
が
標
準
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
｡
局
長
は
肥
後
和
男

｢中
世
の
射
芸
｣

(

五
頁
)
に
よ
れ
ば
美
々
し
く
飾
り
た

て
た
馬
の
こ
と
で
あ
る
｡

競
馬
は

『吾
妻
鏡
』
で
は
文
治
五
年
七
月
一
日
の
放
生
会
で
初
め
て
記
録

さ

(香
)

れ
'

｢
五
番
皆
老
翁
也
｣

と
し
て
い
る
｡

｢
つ
が
い
｣

は
左
右
二
人
で
競
う
か
ら

で
､
五
つ
が
い
は
'
二
人

づ
ゝ

五
組
と
い
う
意
味
で
あ

る
｡
な
お
競
馬
そ
の
も
の

は
平
安
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
｡

19

『吾
妻
鏡
』
に
は
､
こ
の
供
者
の
記
録
は
な
い
｡

『流
鏑
馬
次
第
』
七
三
-
七
四

頁

(前
出
)
で
は
'

｢供
者
の
次
第
｣

と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
｡

馬
の
左

童

装
束
は
き
ぬ
す
い
か
ん
､

く
ず
は
か
ま
｡
す
そ
を
あ
か
く
染
め
て
も
ん
有
｡
上
を
-

1

り
､
刀
も
さ
ゝ

ず
'
同
は
ゞ
き
も
せ
ぬ
な
り
｡

馬
の
右
'
雑
色

装
束
は
'
た
う
じ
き
着
る
や
う
に
て
､
色
は
別
也
｡
は
ゞ
き

を
し
て
-
ゝ

る
｡
ゑ
ほ
し
が
け
赤
が
は
也
｡

の
記
録
と
思
わ
れ
る
｡

と
よノ‥し
さ

当
色
は
'
位
階
に
相
当
す
る
服
色
の
こ
と
で
あ
る
が
'
こ
ゝ

で
は
そ
の
色
が
は

っ
き
り
し
な
い
｡

前

雑
色

人
人
人

馬
人
人
六
人
は
た
う
じ
き
也

童

人
人
人

(塞
)

(舎
人
)

供
者
は
'
馬
の
左
右
に

｢
わ
ら
べ
｣
と

｢
と
ね
り
｣
(

『流
鏑
馬
次
第
』
で
は
維
色

と
な
っ
て
い
る
が
'
何
れ
も
下
級
役
人
と
い
う
点
で

は
同
じ
で
あ
る
｡
た
ゞ
｢
と

ね
り
｣

は
令
制
に
も
と
ず
く
名
称
で
あ
る
｡
)
四
対

(八
人
)
つ
-
と
い
う
こ
と

三
､
本
古
文
書
の
問
題
性
に
つ
い
て

こ
の
古
文
書
を
考
察
す
る
角
度
は
多
様
で
あ
る
｡
例
え
は
'
誰
が
何
の
た
め

に
こ
れ
を
書
き
'
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
の
か
｡
或
い
は
'
こ
の
古

文
書
は
､
そ
の
時
代
の
社
会
と
ど
の
よ
-
な
か
ゝ

あ
り
あ
い
を
も

つ

の

か

等

々
'
様

々
に
拡
大
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
'
こ
れ
ら
多
角
的
な
考
察
は
'

充
分
に
比
定
し
得
る
他
の
史
料
が
な
け
れ
ば
困
難
な
作
業
で
あ
り
'
今
は
そ
れ

ら
史
料
の
準
備
が
な
い
｡
そ
こ
で
本
稿
で
は

｢
史
料
紹
介
｣
と
副
題
を

つ
け
た

よ
-
に
'
こ
の
古
文
書
の
概
略
の

一
部
を
紹
介
す
る
に
と
ゞ
め
て
お
き
た
い
｡

紹
介
の
方
法
も
､
こ
の
古
文
書
に
関
す
る
問
題
提
起
と
い
-
形
で
行
い
た
い
と

思
う
｡

つ
く
り
も
の

先
ず

一
読
し
て
､
こ
の
古
文
書
は
､
い
わ
ゆ
る

｢
作

物

｣

(後
述
)
を
も
含

め
て
'
当
時
の

｢
流
鏑
馬
｣
に

つ
い
て
の
見
聞
'
ま
た
は
伝
聞
し
た
こ
と
､
特

に
各

々
の
種
目
と
､
そ
れ
に

つ
い
て
の
的
の
大
き
さ
'
的
を
支
え

る

串

の
高

さ
'
的
ま
で
の
距
離
等
､
い
わ
ば

｢
法
量
｣
と
い
わ
れ
る

｢
競
技
規
準
｣
の

一

部
を
､
覚
書
き
風
に
､或
い
は

｢
書
伝
｣
風
に
記
録
し
た
も
の
ゝ

よ
う
で
あ
る
｡

そ
こ
で
第

一
の
問
題
は
､
こ
ゝ

に
書
か
れ
た

｢
競
技
規
準
｣
は
'
ど
こ
で
決

ら
め
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
-
こ
と
で
あ
る
｡
言
葉
を
か
え
て
具
体
的
に
云

-
な
ら
は
､
南
部
家
の
伝
統
的
な
や
り
方
'
即
わ
ち
南
部
家
の

｢
流

鏑

馬

家

法
｣
を
記
録
し
た
も
の
な
の
か
､
或
い
は
関
係
の
深
か

っ
た
小
笠
原
､
武
田
家
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等
の
甲
斐
源
氏
系
統
の
家
法
記
掠
な
の
か
､
ま
た
は
右
以
外
の
､
他
家
の

｢流

鏑
馬
家
法
｣

の
記
録
で
あ
る
か
､
そ
れ
と
も
鎌
倉
幕
府
制
定
の
も
の
な
の
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
問
い
は
､
各
家
の

｢流
鏑
馬
家
法
｣

は
､
必
ず
し
も

同
じ
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
前
提
に
も
と
ず
く
｡
理
由
は
､
当
時
の

｢各
武
士

団
は
､
互
い
に
対
抗
し
て
成
長
し
て
き
た
1

め
､
武
芸
の
様
式
は
も
と
よ
り
､

1

狩
猟
の
仕
方
か
ら
武
具
の
作
り
方
ま
で
相
違
が
み
ら
れ
た
｣

と
い
う
社
会
背
景

に
よ
っ
て
い
る
｡
鎌
倉
幕
府
成
立
後
､
武
士
社
会
に

一
応
の
統

一
は
み
ら
れ
た

に
し
て
も
､
特
に
弓
馬
の
芸
な
ど
と
い
う
､
必
死
の
経
験
の
積
み
重
ね
で
練
り

あ
げ
ら
れ
武
芸
の
様
式
は
､
い
か
な
る
権
力
を
も

っ
て
し
て
も
そ
の
統
制
は
困

難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
例
を

一
､
二
挙
げ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

『吾
妻
鏡
』
の
建
久
四
年

(
一
一
九
三
)
八
月
九
日
に
､
来
る
八
月
十
六
日

の
放
生
会
流
鏑
馬
に
出
場
す
る
射
手
決
定
の
た
め
の
射
芸
が
試
さ
れ
た
と
い
う

記
録
が
あ
る
｡
こ
の
日
に
は
､
北
条
五
郎
時
連
が
放
生
会
流
鏑
馬
に
初
め
て
参

加
す
る
た
め
に
'
射
芸
作
法
に
つ
い
て
､
下
河
辺
庄
司
行
平
の
特
別
の
指
導
も

行
わ
れ
て
い
る
｡
注
目
す
べ
き
は
こ
の
指
導
に
対
し
て
で
あ
る
が
'
武
田
兵
衛

尉
有
義
と
海
野
小
太
郎
華
氏
は

｢有
申
子
細
事
｣

と
異
論
を
さ
し
は
さ
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
下
河
辺
庄
司
行
平
は
､
か
つ
て
将
軍
と
い
わ
れ
､
武

芸
の
誉
れ
高
か
っ
た
藤
原
秀
郷
の
後
胤
の

一
人
で
､
源
頼
朝
の
信

任
殊

に

厚

2
く
､

弓
馬
の
芸
を
短
め
た
こ
の
道
の
権
威
者
で
あ
っ
た
｡
放
生
会
流
鏑
馬
や
幕

府
弓
始
式
等
で
は
､
射
手
と
し
て
殆
ん
ど
出
場
し
自
ら
範
を
示
し
て
い
る
｡
ま

た
頼
朝
の
懇
望
で
'
後
に
二
代
将
軍
と
な
っ
た
頼
家
の
幼
少
時
か
ら
の
弓
馬
の

3

師
範
で
も
あ
っ
た
O
こ
の
よ
う
な
下
河
辺
庄
司
行
平
の
指
導
に
対
し
て
､

｢
就

弓
持
様
｣

と
異
論
を
申
出
る
と
い
-
こ
と
は
､
弓
馬
の
芸
に
お
け
る
自
家
の
家

法
に
'
そ
れ
-
ハ＼
絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
､
翌
建
久
五
年

(
一
一
九
四
)
十
月
九
日
に
も
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ

る
｡
こ
れ
は

｢
題
名
に
つ
い
て
｣

の
項
の

｢註
4

｣

で
も
少
し
触
れ
た
こ
と
で

あ
る
が
'
源
頼
朝
が

一
応
天
下
を
治
め
､
待
望
の
上
洛
を
目
前
に
し
て
､
弓
馬

の
芸
に
秀
で
た
各
家
法
の
相
伝
者
十
八
名
を
集
め
て
次
の
要
望
を
示
し
た
｡
即

ち
今
度
の
上
洛
の
つ
い
で
に
住
吉
社
に
御
参
し
､
そ
こ
で
流
鏑
馬
を
奉
納
し
た

い
｡
つ
い
て
は
､
こ
れ
が
名
だ
1

る
東
国
武
士
の
騎
馬
射
法
で
あ
る
と
い
う
と

こ
ろ
を
京
の
人
々
に
見
せ
て
や
り
た
い
｡
そ
こ
で
こ
の
際
､
各
々
の
相
伝
の
家

説
を
談
じ
合
い
統

一
し
て
は
ど
う
か
と
い
-
の
で
あ
る
｡
こ
の
時
に
は
遂
に

一

致
を
見
ず
､
各
々
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
記
録
し
て
お
く
こ
と
に
と
ゞ
め
た
と

い
う
｡
こ
の
日
集

っ
た
十
八
名
の
中
に
は
'
藤
原
秀
郷
の
後
胤
で
あ
る
前
述
の

下
河
辺
庄
司
行
平
や
同
流
の
小
山
左
衛
門
尉
朝
政
と
結
城
七
郎
朝
光
､
そ
し
て

甲
斐
源
氏
を
代
表
す
る
武
田
兵
衛
尉
有
義
や
小
笠
原
次
郎
長
清
等
が
入
っ
て
い

る
｡
何
れ
劣
ら
ぬ
轟
々
た
る
弓
馬
の
芸
の
達
者
は
か
り
で
あ
る
｡
4

当
時
の
弓
馬
の
芸
の
系
統
と
し
て
､
肥
後
が
指
摘
す
る
よ
-
に
､

｢
源
義
家

を
祖
と
す
る

一
流
と
'秀
郷
の
そ
れ
と
二
流
｣
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
.
更
に

源
義
家
の

一
流
の
中
に
は

｢武
田
､
小
笠
原
､
秋
山
､
南
部
家
｣

の
甲
斐
源
氏5

の
流
れ
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
､
秀
郷
の
流
れ
に
は
､
諏
訪
大
夫
盛
澄

6

の
よ
う
な
平
家
に
仕
え
'
北
面
の
武
士
の
流
れ

も
ま
た
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
｡
こ
の
分
脈
は
お
そ
ら
-
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
｡

右
の
十
月
九
日
の
談
合
で
は
'

｢相
伝
の
家
説
｣

の
相
違
点
や
論
点
が
述
べ

ら
れ
て
い
な
い
が
'
互
い
に

｢
相
伝
の
家
説
｣

を
主
張
し
て
ゆ
ず
ら
ず
､
遂
に
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統

一
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ

っ
た
｡
こ
れ
は
'
蓋
し
当
然
の
帰
結
で
あ

っ
て
､
右
の
よ
う
な
自
家
の

｢家
説
｣

｢家
法
｣
は
'
弓
馬
の
芸
に
達
す
る
者

に
と
っ
て
'
い
か
な
る
権
力
に
も
屈
し
な
い
誇
り
と
自
信
が
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
｡

右
の
よ
う
に
'
そ
れ
-
ハト

｢家
法
｣
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
'
流
鏑
馬
古

文
書
に
接
す
る
場
合
に
も
'

1
般
的
な
所
属
不
明
の
流
鏑
馬
記
録
古
文
書
と
し

て
ゞ

は
な
く
'
ど
こ
の

｢家
法
｣
を
伝
え
る
記
録
文
書
な
の
で
あ
る
が
先
ず
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
､
こ
ゝ

に
問
題
を
提
起
し
た
次
第
な
の
で
あ

る
｡
こ
れ
が
ま
た
誰
が
害
い
た
か
を
知
る
手
掛
り
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

尤
も

『
吾
妻
鏡
』
嘉
禎
三
年

(
1
二
三
七
)
七
月
十
五
日
の
記

録

に

よ
れ

は
'
海
野
左
衛
門
尉
幸
氏
を
中
心
と
し
て
'
下
河
辺
庄
司
行
平
'
工
藤
庄
司
景

光
'
和
田
義
盛
'
望
月
重
隆
'
藤
沢
清
親
､
諏
訪
大
夫
盛
澄
､
愛

甲

三
郎

秀

隆
'
三
浦
義
村
等
が
集
ま
り
'

｢
流
鏑
馬
'
笠
懸
以
下
作
物
t
的
'
草
庵
等
｣

弓
馬
の
故
実
を
談
じ
合

っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
あ
る
統

一
化

へ
の
方
向
を
示
し
た

7

も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

し
か
し
後
の
室
町
時
代
に
な
っ
て
､
小
笠

原

持

長

が

8

『射
礼
私
記
』

の
序
文
で

｢
我
家
の
所
伝
｣
を
記
述
し
'
ま
た
'
同
じ
く
小
笠9

原
持
長
の
書
と
い
わ
れ
る

『
流
鏑
馬
次
第
』

(前
出
)
で

｢当
流
の
流
鏑
馬
｣

と
い
う
よ
う
に
自
家
に
お
け
る
独
白
の
作
法
を
主
張
し
て
い
る
｡

そ

の
他

の

｢家
法
｣
に
つ
い
て
は
充
分
な
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
が
'
小
笠
原
次
郎
長
清

の
流
れ
を
汲
む
小
笠
原
家

(武
田
家
も
ほ
ゞ

同
様
で
あ
る
)
家
法
が
'
鎌
倉
時

代
よ
り
連
綿
と
継
承
さ
れ
'
遂
に
書
伝
と
し
て
自
信
を
も

っ
て
こ
の
よ
う
な
主

張
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
こ
と
は
当
時
か
ら
'
弓
馬
の
芸
を
統

一
し

よ
う
と
し
て
も
､
そ
の
拘
束
力
自
体
に
'
お
そ
ら
く
そ
れ
ほ
ど
の
力
は
な
く
'

効
果
的
で
な
か
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
｡

さ
て
､
そ
れ
で
は
ひ
る
が
え
っ
て

｢
南
部
家
流
鏑
馬
古
文
書
｣
と
命
名
し
た

こ
の
両
者
の
古
文
書
が
､
果
し
て

｢
南
部
家
流
鏑
馬
家
法
｣
を
伝
え
る
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
｡
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
'
こ
の
古
文
書
が
根
城
南
部
家
に
残

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

っ
て
も
'

｢
南
部
家
流
鏑
馬
家
法
｣

の
記

録

か
'
他
家
の
そ
れ
か
の
是
非
を
決
定
し
得
る
史
料
は
'
今
の
所
な
い
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
｡

『
八
戸
家
伝
記
』

(前
出
)
の
編
者
は
､
こ
の
古
文
書
に
つ
い

て

｢
是
当
時
之
遺
書
也
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
し
か
し
南
部
実
長
自
身
が
書
い
た

か
'
或
い
は
実
長
側
近
の
誰
か
が
善
い
た
か
を
決
め
る
史
料
は
な
い
｡
ま
た
､

延
応
元
年
と
建
治
二
年
の
筆
環
は
'
必
ら
ず
L
も
同

一
人
物
の
筆
蹟
と
は
云
い

難
い
｡

いずれ

新
田
政
箇
は
'

『
三
翁
昔
語
』

(前
出
)
で
､
｢

何
れ
の
御

代
に
何
L
よ
り

(

八
戸
家
伝
記
)

御
求
め
成
ら
れ
侯
か
､
其
義
御
知
れ
申
さ
ず
に
付
'

御
家
伝
記

に
は
'

右

二

章
'
実
長
君
当
時
の
遺
書
と
御
記
し
成
ら
れ
供
｣
と
､
始
め
か
ら
南
部
家
で
書

か
れ
た
こ
と
に
疑
問
を
も

っ
て
い
た
南
部
家
の
先
人
も
い
た

の

で
あ

る
｡
即

ち
'
こ
の
古
文
書
は
､
南
部
家
の
誰
か
ゞ
'
い
つ
の
時
代
か
わ
か
ら
な
い
が
､

ど
こ
か
ら
か
仕
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
｡
こ
の
疑
問
は
も

っ

と
も
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
｡
し
か
し
そ
れ
で
も
こ
の
古
文
書
は
'
ど
こ
か
の

｢家
法
｣
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
の
で
あ
る
｡
そ
し

て

｢
南
部
家
の
家
法
｣
で
な
い
と
い
-
こ
と
を
断
言
で
き
る
史
料
も
な
い
の
で

あ
る
｡

右
の
よ
う
に
'
こ
の
古
文
書
だ
け
で
は

｢
南
部
家
の
家
法
｣
と
い
う
点
に
つ

い
て
肯
定
も
否
定
も
定
め
難
い
｡
た
ゞ

こ
の
古
文
書
の
内
容
､
記
録
の
仕
方
等
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か
ら
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
｡

も
し
他
家
の
流
鏑
馬
家
法
を
見
聞
ま
た
は
伝
聞
し
た
時
の
記
録
で
あ
れ
は
､

例
え
は

｢
八
的
｣
の
寸
法
の
記
録
に
し
て
も
､
延
応
元
年
の
そ
れ
と
､
そ
れ
か

ら
三
十
七
年
後
の
建
治
二
年
の
そ
れ
と
､
的
の
大
き
さ
も
串
の
長
さ
も
､
そ
し

て
杖
の
遠
さ
も
同
じ
で
あ

っ
て
､
同
じ
寸
法
の
も
の
を
な
ぜ
再
び
記
録
し
た
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
当
時
は
､
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
'
他
家
に
は
各
々
違

っ
た
家
法
が
あ

っ
た
か
ら
､
他
家
の
そ
れ
で
あ
れ
は
'
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
家
法

の
相
違
､
或
い
は
当
南
部
家
々
家
法
と
の
相
違
を
記
録
す
る
の
が
自
然
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡

更
に
､
建
治
二
年
の
方
は
､

｢
や
ぶ
さ
め
の
日
記
｣
の
諸
寸
法
と

｢
や
ぶ
さ

め
の
的
の
寸
法
､
杖
の
寸
法
の
事
｣
の
内
容
も
同

一
で
あ
る
｡
他
家
の
家
法
記

録
で
あ
れ
は
､
な
ぜ
同
じ
事
を
書
い
た
の
か
｡
他
家
の
そ
れ
で
あ
れ
は
､
例
え

は
肩
書
き
を
入
れ
る
な
ど
､
も

っ
と
別
な
記
録
の
仕
方
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
､
こ
の
古
文
書
は
､
当
南
部
家
の
家
法
記
録
か
他

家
の
そ
れ
か
の
決
め
手
は
な
い
が
､
し
か
し
ど
こ
か
の

｢各
々
の
家
法
｣
の
寄

せ
集
め
の
記
録
で
は
な
く
､
す
く
な
く
と
も
延
応
元
年
か
ら
建
治
二
年
ま
で
は

変
る
こ
と
の
な
か
っ
た

｢
同

一
の
家
法
｣
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
｡
或
い
は
､

同

一
家
法
の

｢
書
伝
｣
形
式
の
素
朴
な
記
録
古
文
書
で
あ

っ
た
か
も

知

れ

な

ヽ
O
i

ま
た
､
小
笠
原
､
武
田
家
等
甲
斐
源
氏
の

｢
流
鏑
馬
家
法
｣
の
記
録
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
､
同
時
代
の
比
定
し
得
る
史
料
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
､
十
五

世
紀
以
降
の
史
料
か
ら
概
略
比
較
し
て
み
よ
う
｡

0

1

2

3

1

1

1

1

即
ち

『法
量
物
』
『

射

御

拾

遺

抄
』

『
笠
掛
記
』

､

『

弓
馬
問
答
』
等
か

ら
､

｢
遠
笠
懸
｣
の
杖
の
遠
さ
九
枚
'

｢
大
的
｣
の
杖
の
遠
さ

三
十

三
枚
､

｢
丸
物
｣
の
杖
の
遠
さ
十

一
枚
は
､
こ
の
古
文
書
と
同
じ
で
あ

っ
た
｡

し

か

し
､
他
の
的
の
寸
法
､
く
し
の
長
さ
等
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
か
っ
た
り
し
て

比
較
が
で
き
な
か
っ
た
｡
た
ま
-

記
載
の
あ
る

｢
大
的
｣

｢小
笠
懸
｣
の
的

の
寸
法
は

『法
量
物
』
と
相
違
が
あ
る
し
､

｢小
笠
懸
｣
の
く
し

の
長

さ

も

『法
量
物
』
と
違

っ
て
い
る
｡

｢
八
的
｣

｢
わ
き
は
そ
｣

｢
四
六
三
｣

等

の

｢作
物
｣

(後
述
)
に
つ
い
て
は
､
前
記
の
各
史
料
に
は
寸
法
の
記

載

が

な

41

い
｡

『就
弓
馬
儀
大
概
聞
書
』
に

｢
三
的
｣
の
的
の
大
き
さ
が
載

っ
て
い
る
が

違

っ
て
い
る
｡

以
上
の
よ
う
に
､
小
笠
原
､
武
田
家
等
の
記
録
と
比
較
す
れ
ば
'
類
似
点
は

あ
る
け
れ
ど
も
相
違
点
も
ま
た
多
く
､
直
ち
に
そ
れ
と
断
じ
難
い
｡
同
じ
甲
斐

源
氏
系
統
で
あ
っ
て
も
､
様
式
の
細
部
に
わ
た
っ
て
は
､
相
違
の
あ
る
こ
と
は

む
し
ろ
当
然
か
も
知
れ
な
い
｡

な
お
､
建
治
二
年
の
古
文
書
の
後
半
に
あ
る

｢
わ
か
み
や
の
や

ぶ

さ

め

の

事
｣
は
､
南
部
家
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
､
鶴
岡
若
宮
の

｢
放

生

会

流

鏑

馬
｣
奉
納
の
時
の
供
奉
行
列
の
有
様
や
､
馬
場
の
作
り
方
に
つ
い
て
見
聞
ま
た

は
伝
聞
し
た
時
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
他
家
ま
た
は
他
所
で

の
流
鏑
馬
記
録
で
あ
れ
は
'
例
え
は
こ
の

｢
わ
か
み
や
の
｣
と
い
う
よ
う
に
､

肩
書
き
を
附
し
て
そ
の
旨
を
断

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

以
上
'
こ
の
両
古
文
書
を
何
れ
か
の

｢
流
鏑
馬
家
法
｣
の
記
録
と
し
て
､
そ

の
所
属
を
め
ぐ

っ
て
推
定
し
て
き
た
｡
し
か
し
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
､
根

城
南
部
家
の
後
胤
南
部
日
実
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
文
書
の

一
つ
で
あ

っ
た
こ
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と
は
確
か
で
あ
っ
て
も

(
こ
れ
は
重
要
な
事
実
で
あ
る
)

｢南
部
家
流
鏑
馬
家

法
｣
で
あ
る
と
い
う
決
定
は
､
同
時
代
の
他
の
比
定
し
得
る
史
料
が
見
受
け
ら

れ
な
い
た
め
に
で
き
な
か
っ
た
｡
そ
し
て
ま
た
否
定
も
で
き
な
か
っ
た
｡
た
ゞ

す
く
な
く
と
も
こ
の

｢
流
鏑
馬
古
文
書
｣
は
'
甲
斐
源
氏
弓
馬
の
芸
の
主
流
を

成
し
た
小
笠
原
家
の
家
法
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
､
凡
そ
の
推
定
を
下
す
こ

と
が
で
き
よ
う
｡
小
笠
原
家
の
家
法
と
の
相
違
点
を
南
部
家
の
独
自
性
と
L
t

そ
れ
な
る
が
故
に
南
部
日
実
ま
で
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
の
か
も

知

れ

な

い
｡
こ
れ
ら
の
こ
と
を
併
せ
考
え
れ
ば
'
或
い
は

｢南
部
家
流
鏑
馬
家
法
｣

の

記
録
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
｡
こ
れ
ら
は
'
今
後
の
関
係
史
料
の
出
現
と
あ

い
ま
っ
て
'
な
お
充
分
な
検
討
を
必
要
と
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
｡

第
二
の
問
題
と
し
て

｢流
鏑
馬
｣
と
い
う
用
語
の
考
え
方
に
つ
い
て
問
題
を

提
起
し
た
い
.
先
ず
こ
の
両
古
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
種
目
を
列
挙
す
れ
ば

次
の
通
り
で
あ
る
｡

A

延
応
元
年

1

八
的

2

わ
き
ほ
そ

3

三
的

4

四
六
三

5

三
々
九

6

小
笠
懸

7

遠
笠
懸

8

大
的

9

草
庵

B

建
治
二
年

1

八

的

2

わ
き
ほ
そ

3

三
的

4

四
六
三

5

三
々
九

6

手
挟
み

10

円
物

51

現
代
の
体
育
史
書
で
は
'
鎌
倉
時
代
の

｢
馬
上
三
つ
物
｣

(騎
射
)

と

し

かちだ
ち

て
'
流
鏑
馬
'
笠
懸
'
犬
追
物
を
あ
げ
､
ま
た

｢歩
立
三
つ
物
｣

(歩
射
)
と

し
て
'
大
的
'
草
鹿
､
円
物
を
そ
れ
--付～
あ
げ
て
い
る
｡
そ
し
て
騎
射
の
う
ち

の

｢
馬
上
三
つ
物
｣

以
外
他
の
種
目
は

｢作
物
｣
に
入
れ
て
い
る
場
合

が
多

い

｡
｢
馬
上
三
つ
物
｣
と
い
う
用
語
は

『
吾
妻
鏡
』
に
は
出
て
こ
な
い
が

『就

6

7

l

l

己
居
儀
大
概
聞
書
』
(

前
出
)
や

『
大
的
鉢
拝
記
』
等
に
見
ら
れ
る
の
で
'
こ

れ
が
後
に

一
般
的
な
用
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
こ

の
よ
う
に
流
鏑
馬
は
､

｢
席
上
三
つ
物
｣

(騎
射
)
の
う
ち
の
特
定
の

一
種
目

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
｡
こ
の
特
定
の
一
種
と
し
て

の
流
鏑
馬
の
競
技
方
法
は
'
例
え
は
'
本
古
文
書
の
､
建
治
二
年
の

｢
わ
か
み

や
の
や
ぶ
さ
め
の
事
｣
に
書
い
て
あ
る
よ
う
な
や
り
方
で
あ
る
｡
そ
れ
は
'
二

(流
鏑
馬
屋
)

町
程
の
長
さ
の
直
線
馬
場
で

｢
や
ぶ
さ
め
や
｣
か
ら
五
十
枚
の
所
に
第

一
の
的

(大
き
さ
径
二
尺
'串
の
長
さ
三
尺
五
寸
､
馬
走
路
と
的
の
距
離
三
尺
五
寸
)
､

次
に
そ
こ
か
ら
三
十
八
枚
の
所
に
第
二
の
的
'
更
に
三
十
八
枚
の
所
に
第
三
の

的
を
そ
れ

-ん1
立
て
'
疾
走
す
る
馬
上
か
ら
そ
れ
ら
の
的
を
次
々
に
射
落
す
と

い
う
や
り
方
で
あ
る
｡

さ
て
問
題
と
い
う
の
は
'
延
応
元
年
の
古
文
書
の

｢
四
六
三

｣
の

｢
但
し
書

き
｣
に
'

｢
こ
の
や
ぶ
さ
め
ハ
｣

と
し
て

｢
四
六
三
｣
を
も

｢
や
ぶ
さ
め
｣

の

中
に
含
め
て
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
ま
た
同
様
に
'
建
治
二
年
の
古
文
書

で
は

｢
八
的
｣

｢
わ
き
ほ
そ
｣

｢
三
的
｣

｢
四
六
三
｣

｢
三
々
九
｣

｢
手

挟

み
｣

の
六
種
目
全
部
を

｢
や
ぶ
さ
め
の
的
の
寸
法
'
杖
の
寸
法
の
事
｣
と
見
ら

れ
る
よ
う
に
'

｢
や
ぶ
さ
め
｣
と
称
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
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こ
れ
ら
は

『吾
妻
鏡
』
を
は
じ
め
､
普
通
は

｢作
物
｣
と
云
わ
れ
て
い
る
騎

射
の
そ
れ
′
ぐ

の
種
目
で
あ
る
.
即
ち
､
建
久
元
年

(
二

九

〇
)
八
月
十
六

日
の
記
録
に

｢
三
尺
､
手
挟
､
八
的
｣
を

｢
三
流
の
作

物
｣
と

し

て

｢流

鏑

馬
｣
と
は
違

っ
た
立
場
で
見
て
い
る
し
､
建
久
五
年

(
二

九
四
)
十
月
九
日

の
記
録
で
も

｢流
鏑
馬
以
下
作
物
｣
と
い
-
よ
-
に
､
こ
れ
を
別
々
に
考
え
て

い
る
の
で
あ
る
｡
ま
た
寛
喜
元
年

(
二

一
二
九
)
六
月
二
十
七
日
で
は
､
流
鏑

馬
､
遠
笠
懸
が
終

っ
て
か
ら
､
こ
れ
ら
と
は
違

っ
た
意
味
で

｢作
物
等
を
射
尽

す
｣
と
記
録
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
他
寛
喜
元
年

(
二

一
二
九
)
十

月

二
十

二

日
､
同
二
年

(
二

一
三
〇
)
正
月
二
十
三
日
の
記
録
で
も
､
流
鏑
馬
と
作
物
と

は
同
じ
騎
射
で
も
別
の
意
味
を
も
つ
種
目
と
し
て
こ
れ
を
演
じ
て
い
る
｡

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
両
古
文
書
は
､
何
れ
も

｢流
鏑
馬
｣
の
概
念
で
こ
れ
ら
の

｢作
物
｣
の
種
目
を
も

｢
や
ぶ
さ
め
｣
と
記
録
し
て
い
る
｡
こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
-
か
｡

こ
1

で

｢流
鏑
馬
｣
と
は
そ
も
--1

ど
-
い
-
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
､

｢作

物
｣
と
は
ど
-
い
-
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
と
い
-

｢流
鏑
馬
｣

｢作
物
｣
の
本

来
の
意
味
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
同
時
に
こ
の
二
つ
の
用
語
が
､
時

代
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
-
こ
と
も
検
討
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
｡

81

肥
後
が
指
摘
す
る
よ
-
に
｢

流
鏑
馬
が
い
つ
か
ら
始
め
ら
れ
た
か
は
っ
き
り

し
な
い
し
､
流
鏑
馬
と
い
-
文
字
も
､
馬
に
乗
っ
て
鏑
矢
を
と
は
す
と
こ
ろ
か

ら
撰
ば
れ
た
文
字
で
､
ヤ
ブ
サ
メ
と
い
-
言
葉
も
は
っ
き
り
し
な
い
｣
が
､
と

に
か
く
'
馬
に
乗
っ
て
鏑
矢
を
と
は
し
て
的
を
射
落
す
こ
と
を
､
本
来
は
流
鏑9
1

馬
と
い
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
或
い
は
'水
野
､木
下
等
が
い
-
よ
-
に
､

流
鏑
馬
は

｢歩
射
に
対
す
る
騎
射
の
総
称
｣
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
｡
こ
の

よ
う
な
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
､
こ
の
古
文
書
で
い
う

｢
八
的
｣

｢
四
六

三
｣

｢
三
的
｣

｢
三
々
九
｣
等
の
固
有
の
名
称
あ
る
騎
射
を
､
皆
総
称
し
て

｢流
鏑

馬
｣
と
い
っ
て
も
よ
い
よ
-
で
あ
る
｡

(た
ゞ
し
､
個
有
の
名
称
は
あ
る
に
し

て
も
､
そ
の
命
名
の
仕
方
や
射
法
に
は
必
ら
ず
L
も
厳
格
な
規
格
は
も
た
ず
､

的
の
大
き
さ
や
杖
の
遠
さ
も
､
経
験
の
積
み
重
ね
で
生
れ
た
そ
の
家
法
に
よ
っ

て
'
か
な
り
自
由
な
立
場
で
決
め
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
-
か
｡
)

02

そ
れ
が

｢流
鏑
馬
と
い
-

一
定
の
様
式
に
固
定
し
て
来
た
の
が
平
安
末
期
｣

か
ら
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
こ
れ
も
そ
の
家
法
に
よ
り
､
或
い
は
こ
れ
ら
の
傾
向

を
汲
み
と
る
遅
速
に
つ
い
て
は
流
動
的
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
｡
確
か

に
､
十

一
世
紀
の
作
と
い
わ
れ
る

『新
猿
楽
記
』
に
は
､
前
に
も
述
べ
た
よ
-

に

｢騎
射
､
笠
懸
､
流
鏑
馬
､
八
的
｣
と
'
す
で
に
流
鏑
馬
を

｢騎

射

の
総

称
｣
と
し
て
で
は
な
く
､

｢流
鏑
馬
｣
と

｢
八
的
｣
と
を
分
け
て
記

し

て
い

る
｡ま

た

『吾
妻
鏡
』
文
治
三
年

(
一
一
八
七
)
八
月
十
五
日
に
お
け
る
諏
方
大

夫
盛
澄
の
流
鏑
馬
を
考
え
て
み
た
い
｡
彼
は
流
鏑
馬
の
芸
を
極
め
た
も
の
で
あ

っ
た
が
ヾ
そ
れ
は
藤
原
秀
郷
の
秘
伝
を
修
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡
そ
し
て

彼
は
平
家
に
属
し
て
い
て
､
稽
古
の
場
は
専
ら
京
都
で
あ
っ
た
｡
京
都
の
城
南

寺
で
あ
っ
た
か
ら
こ
れ
を

｢城
南
寺
流
鏑
馬
｣
と
い
っ
た
り
す
る
｡
た
ゞ
し
こ

の
内
容
は
詳
ら
か
で
な
い
｡
さ
て
頼
朝
の
許
し
を
得
て
演
じ
た
彼

の
流

鏑

馬

は
､
鶴
岡
放
生
会
流
鏑
馬
と
特
に
変

っ
た
様
子
は
見
え
な
い
よ
-
で
あ
る
｡
最

高
の
悪
馬
を
あ
て
が
わ
れ
て
も
難
な
く
命
中
し
て
い
る
｡
こ
の
頃
に
な
れ
は
､

流
鏑
馬
と
い
え
は
そ
の
様
式
は
も
は
や
大
体
似
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
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な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡

こ
れ
ら
の
こ
と
は
'
馬
に
乗

っ
て
鏑
矢
を
と
は
し
て
的
を
射
落
す
の
が
流
鏑

馬
で
あ
る
と
か
､

｢歩
射
に
対
す
る
騎
射
の
総
称
｣
を
流
鏑
馬
と
い
-
等
の
抽

象
的
な
考
え
方
か
ら
脱
し
て
'
固
有
の
様
式
を
整
え
た
'
騎
射
の
う
ち
の
特
定

種
目
に
な

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
｡

こ
の
よ
-
に
し
て
'
様
式
の
整
え
ら
れ
た

｢流
鏑
馬
｣
と
し
て
鎌
倉
時
代
に

入
り
､
鶴
岡
八
幡
宮
で

｢
放
生
会
流
鏑
馬
｣
と
し
て
こ
れ
が
行

わ

れ
､

い

よ

く

射
法
も
固
定
し
､
儀
式
性
も
高
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
-
｡
そ
-
す
る
と
､
か

つ
て

｢
八
的
｣
も

｢
四
六
三
｣
も

｢
三
的
｣
も
み
な
含
め
て
'
と
に
か
く
馬
に

乗

っ
て
鏑
矢
を
と
は
し
て
的
を
射
落
す
の
が
流
鏑
馬
で
あ
る
と
い
う
'
本
来
的

な
考
え
方
や
呼
び
方
が
､
却

っ
て
稀
に
な
り
'
む
し
ろ

｢
放
生
会
流
鏑
馬
｣
を

も

っ
て

｢流
鏑
馬
｣
と
考
え
'
ま
た
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
る
よ
-
に
な

っ
た
の
で

は
な
い
か
｡
そ
し
て

｢
放
生
会
流
鏑
馬
｣
以
外
の
従
来
の
広
義
の
流
鏑
馬
'
即

ち
'
｢
八
的
｣
｢
四
六
三
｣
｢
三
的
｣
｢
三
々
九
｣
等
に
つ
い
て
は
､
今
度
は

｢
作

物
｣
と
包
括
的
に
呼
び
代
え
る
よ
-
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡

し
か
し
､
こ
の
よ
-
な
､
い
わ
は
武
芸
社
会
の
形
式
的
な
呼
称
の
変
化
に
対

し
て
'
実
際
に
は
鎌
倉
中
期
以
降
に
お
い
て
も
対
応
し
切
れ
な
か
っ
た
者
も
い

た
で
あ
ろ
-
｡
即
ち

｢
放
生
会
流
鏑
馬
｣
の
み
を
も

っ
て
流
鏑
馬

と
呼

ぶ

こ

と
に
抵
抗
が
あ
り
'
や
は
り
従
来
の
よ
-
に

｢
八
的
｣

｢
四
六
三
｣

｢
三
的
｣

｢
≡
々
九
｣
等
を
み
な
包
括
し
て
流
鏑
馬
と
称
し
て
い
た
者
も
い
た

で
あ

ろ

-
｡
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は
'
こ
の
よ
う
な
呼
び
方
は
す
で
に
古
風
と
云
わ
れ

た
に
違
い
な
い
｡
こ
の
両
古
文
書
の
記
録
者
は
'

｢
作
物
｣
と
い
-
鎌
倉
時
代

の
新
し
い
言
葉
に
な
じ
め
ず
'
い
わ
ば
古
風
な
呼
び
方
で
'
な
か
は
慣
習
的
に

｢
八
的
｣

｢
わ
き
ほ
そ
｣

｢
三
的
｣

｢
四
六
三
｣

｢
三
々
九
｣

｢
手
狭
｣

を

｢
や
ぶ
さ
め
｣
と
記
録
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
或
い
は
そ
-
で

は
な
く
､
故
意
に
､
家
法
と
称
し
て
敢
え
て
'

｢
や
ぶ
さ
め
｣
と
記
録
し
た
の

か
も
知
れ
な
い
｡

そ
し
て
こ
の
古
文
書
の
記
録
者
は

｢
放
生
会
流
鏑
馬
｣
を
却
っ
て

｢
わ
か
み

や
の
や
ぶ
さ
め
｣
と
特
異
な
眼
で
眺
め
'
こ
れ
を
記
録
し
た
よ
-
に
思
わ
れ
る
｡

｢
作
物
｣
と
い
-
用
語
が
い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
る
よ
-
に
な
っ
た
か
､
ま
た

ど
の
よ
-
な
意
味
を
も
つ
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
｡

｢
作
物
｣
は

『吾
妻
鏡
』

で
は

｢流
鏑
居
以
下
作
物
｣
ま
で
と
い
-
よ
-
に
記
録
さ
れ
る
｡
こ
の
よ
-
な

時
に
使
わ
れ
る

｢
作
物
｣
の
意
味
は
'

｢
放
生
会
流
鏑
馬
｣
の
外
に
こ
の

｢
作

物
｣
を
加
え
れ
は
､
居
に
乗

っ
て
鏑
矢
を
と
は
し
て
的
を
射
落
す
と
い
-
､
本

12

采
の
流
鏑
馬
の
射
芸
全
部
で
あ
る
と
い
-
よ
-
に
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
時
に
は

｢
放
生
会
流
鏑
馬
｣

の
芸
よ
り
も
'

一
層
高
度
な
射
芸
を
意
味
し
て
用
い
ら
れ

2

3

2

2

る
場
合
も
あ
る
｡
『

庭
訓
往
来
』

で
も

｢
三

々
九
の
手
爽
'
八
的
等
の
曲
節
｣

と
し
て
い
る
が
'
曲
節
と
は
技
芸
の
変
幻
自
在
を
披
露
す
る
会
の

こ

と

で
あ

る
｡
い
か
に
も

｢
三
々
九
｣

｢
手
爽
｣

｢
八
的
｣
等
の
射
芸
技
能
の
高
度
性
を

指
し
て
い
る
よ
-
に
考
え
ら
れ
る
｡

4
2

伊
勢
貞
丈
は

『貞
丈
雑
記
』

で

｢
作
物
｣
を
射
芸
の
目
的
論
か
ら
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
｡

｢草
鹿
'
円
物
'

大
的
､

小
的
の
類
を
作
物
と
云
｡

流

鏑

馬
'
笠
懸
､
大
迫
の
類
を
馬
上
の
作
物
と
云
.
作
物
と
は
弓
馬
稽
古
の
為
に
作

り
た
る
物
也
｣
と
｡
こ
の
説
は
も
っ
と
も
の
よ
-
で
あ
る
が
'

『吾
妻
鏡
』
に

云
-

｢
作
物
｣
は
'
こ
の
意
味
で
あ
っ
た
か
ど
-
か
疑
問
で
あ
る
｡
こ
の
説
で

は

｢流
鏑
居
以
下
作
物
｣
の
区
別
の
理
解
が
で
き
難
い
｡
本
稿
で
紹
介
し
て
き



南部家流鏑馬古文書について

た
両
古
文
書
の
記
録
者
は
'

｢
弓
馬
稽
古

の
為
に
作
り
た
る
物
｣

を

む

し

ろ

｢
や
ぶ
さ
め
｣
と
考
え
て
い
た
訳
で
あ

っ
て
'
こ
れ
ら
を

｢
作
物
｣
と
呼
ぶ
こ

と
に

つ
い
て
は
考
え
て
も
み
な
か

っ
た
で
あ
ろ
-
0

右
の
よ
う
に

｢
作
物
｣
と
い
-
用
語
が

『
吾
妻
鏡
』
以
前

の
史
料
に
み
え
る

か
ど
-
か
不
詳

で
あ
る
が
'

『
吾
妻
鏡
』
で
は
'
や
は
り
本
来

の
包
括
的
な
概

念
を
意
味
す
る
流
鏑
馬
か
ら

｢
放
生
会
流
鏑
馬
｣
を
は
じ
め
'
笠
懸
､
犬
追
物

を
抜

い
た
残
り
の
'
騎
射

の
芸
に
関
す
る
種
目
を
す
べ
て

｢
作
物
｣
と
呼
び
､

そ
れ
は
高
度
な
技
を
要
求
す
る
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
逆
に
云
-
な

ら
は
'

｢
放
生
会
流
鏑
馬
｣
は
'
本
来
の
包
括
的
な
広
義

の
流
鏑
馬
の
中
で
､

そ
れ
程
困
難
な
高
度

の
射
芸
を
必
要
と
せ
ず
'
最
も
儀
式
化
し
易

い
種
目
で
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
｡

し
か
し
'
前
に
も
述
べ
た
よ
-
に
'
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
を
通
し
て
'

こ
の
よ
-
な
流
鏑
馬
に
関
す
る
考
え
方

の
変
化
と
し
て

｢
作
物
｣
と
い
-
新
し

い
用
語
の
出
現
が
あ

っ
た
に
も
拘
ら
ず
､
こ
の
古
文
書
の
記
録
者
は
､
こ
の
よ

う
な
状
勢

の
変
化
に
対
応
で
き
な
か

っ
た
か
'
な
じ
め
な
か

っ
た
の
か
'
従
来

の
古
風
な
呼
び
方
で

｢
八
的
｣
以
下
六
種
目
を

｢
や
ぶ
さ
め
｣
と
表
現
し
た
と

考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
古
文
書
は
､
こ
れ
ら
の
事
実
を
示
す

一
例
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
｡
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史
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｣
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｣
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れ
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懸
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懸
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右
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月
成
立
｡
著
者
不
詳
｡
た
ゞ
し
文
中

(持
長
)

(光
長
)

｢笠
懸
に
三
の
大
事
｣
の
項
で

｢小
笠
原
備
州
｣

｢同
播
州
｣
の
戒
め
を
最
上
の

肝
要
と
し
て
い
る
｡
や
は
り
小
笠
原
系
の
著
者
と
推
定
さ
れ
る
｡

『群
書
類
従
第

二
十
三
輯
武
家
部
⇔
』

(前
出
)
八
三
頁
'
八
五
頁
｡

13

『弓
馬
問
答
』
｡
成
立
年
代
'
著
者
と
も
に
不
詳
｡
た
だ
し
蚊
に

｢右

一
巻
者
従

(小
笠
原
)

源
朝
臣
貞
宗
之
時
信
濃
守
相
伝
仕
供
也
｣
と
あ
る
｡

『続
群
書
類
従
第
二
十
三
輯

下
武
家
部
』

(前
出
)
三
九
九
㌧
四
〇
〇
頁
｡

14

『就
弓
居
儀
大
概
聞
書
』
｡
寛
正
五
年

(
一
四
六
四
)
十

一
月
成
立
｡
多
賀
豊
後
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守
高
息
著
｡
別
名

｢高
息
聞
書
｣
と
い
わ
れ
珍
重
さ
れ
た
書
で
あ
る
｡
級
に

｢小

笠
原
備
前
守
持
長
｣
や

｢子
息
民
部
少
輔
｣
に
尋
ね
た
時
の
聞
書
き
と
こ
と
わ
っ

て
い
る
｡

『群
書
類
従
第
二
十
三
輯
武
家
部
⇔
』

(前
出
)｡

一
八
四
､

一
九
七
､

一
九
八
各
頁
｡

今
村
嘉
雄

『
日
体
育
史
』
八
七
､
九
二
各
頁
｡
不
昧
堂
｡
昭
四
五

(初
版
)
｡

東
京
教
育
大
体
育
史
研
究
室
編

『図
説
世
界
体
育
史
』
二
一
〇
頁
｡
新
思
潮
社
｡

昭
四
九
､

(Jハ
版
)
0

川
村
英
男

『
日
本
体
育
史
』
六
三
頁
.
道
造
書
院
'
昭
四
七

(初
)
｡

註
14
参
照
､

一
五
九
頁
｡

『大
的
鉢
拝
記
』
｡
成
立
年
代
､
著
者
と
も
に
不
詳
｡

｢
三
つ
物
｣
に
つ
い
て
の

述
べ
方
は

『就
弓
馬
儀
大
概
聞
書
』
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
｡

『群
書
類
従
第
二

十
三
輯
武
家
部
伺
』

(前
出
)
七
一
頁
｡

肥
後
和
男

｢中
世
の
射
芸
｣
三
頁

(前
出
)
｡

水
野
息
文
､
木
下
秀
明
､
渡
辺

融
､
木
村
吉
次

『体
育
史
概
説

西
洋

日
本
』

二
1
九
頁
､
体
育
の
科
学
社
､
昭
四
六
.(Jハ
版
)
.

註
18
参
照
､
三
頁
｡

『吾
妻
鏡
』
｡
建
久
五
年

(
一
一
九
四
)
十
月
九
日
､
嘉
禎
三
年

(
二
三
一七
)

七
月
十
九
日
の
各
記
録
参
照
｡

『吾
妻
鏡
』
｡
建
久
元
年

(
二

九
〇
)
八
月
一
六
日
､
寛
喜
元
年
(
二
一二
九
)

｣ハ
月
二
十
七
日
､
同
年
十
月
二
十
二
日
､
同
二
年

(
二
二
二
〇
)
閏
正
月
二
十
三

日
の
各
記
録
参
照
｡

『庭
訓
往
来
』
｡
十
四
世
紀
後
半

(南
北
朝
後
期
-
室
町
初
期
)
成
立
｡
玄
恵
著

と
も
い
わ
れ
る
が
不
詳
｡
石
川
松
太
郎
校
注

『庭
訓
往
来
』
東
洋
文
庫
版
所
収
｡

二
三
-
二
五
頁
｡
平
凡
社
､
昭
四
八

(初
)
｡

『貞
丈
雑
記
』
｡
伊
勢
貞
丈
が
宝
暦
十
三
年

(
一
七
六
三
)
よ
り
天
明
四
年

(
一

七
八
四
)
の
死
に
至
る
間
に
書
き
記
し
た
草
稿
を
､
岡
田
光
大
が
校
訂
し
天
保
十

四
年

(
一
八
四
三
)
刊
行
｡

『新
訂
増
補
故
実
叢
書
』
所
収
｡
四
八
八
頁
｡
吉
川

弘
文
館
､
昭
二
七
｡

お

わ

り

に

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
､
八
戸
市
立
図
書
館
の
西
村
嘉
氏
の
御
好
意
で
､
思

い
が
け
な
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
の
古
文
書

(写
実
)
を
､
自
分
な
り
に

調
べ
て
紹
介
し
よ
う
と
こ
1
に
試
み
た
が
､
不
明
な
点
が
未
だ
に
多
く
､
あ
る

い
は
時
期
尚
早
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
御
叱
正
を
賜

わ
り
た
い
も
の
と
思

っ
て
い
る
｡

昭
和
五
十

一
年
十
月
､
南
部
実
長
の
墓
碑
の
あ
る
山
梨
県
身
延
町
を
訪
ね
､

両
古
文
書
の
筆
環
を
求
め
歩
い
た
が
､
事
前
研
究
や
関
係
諸
団
体

へ
の
連
絡
の

不
充
分
さ
と
､
時
間
不
足
な
ど
で
遂
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
｡

し
か
し
､
両
古
文
書
と
同

一
の
筆
積
が
世
に
存
在
す
る
の
で
あ
れ
は
､
い
つ
か

相
遇
で
き
る
も
の
と
思

っ
て
い
る
｡

新
田
政
箇
が
か
つ
て
疑
問
を
も

っ
た
よ
う
に
､
こ
の
古
文
書
が
根
城
南
部
家

以
外
の
者
が
書
き
､
何
か
の
機
会
に
根
城
南
部
家
の
所
有
に
な

っ
た

と

す

れ

ば
､
こ
の
場
合
の
記
録
者
の
検
索
は

一
層
困
難
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
｡
し
か

し
彼
の
疑
問
は
､
直
ち
に
同
調
に
値
す
る
よ
-
な
根
拠
は
な
く
､
本
文
で
論
述

し
な
か

っ
た
が
､
む
し
ろ
否
定
的
に
思
わ
れ
る
｡
仮
り
に
'
も
し
何
か
の
機
会

に
両
古
文
書
が
根
城
南
部
家
の
所
有
に
な

っ
た
と
す
れ
ば
､
こ
の

｢
何
か
の
機

会
｣
は
か
な
り
重
要
な
意
味
を
も

つ
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
余
程
の
深

い
機
縁
が
な
け
れ
ば
､
こ
れ
程
大
事
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
思
わ

れ
る
｡

も
し
か
し
た
ら
､
こ
の

｢
何
か
の
機
会
｣
は
､
弓
馬
の
芸

に

関

す

る

｢
書

伝
｣
の
形
式
の
も
の
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
｡



南部家流鏑馬古文書について

な
お
､

｢
八
的
｣

｢
わ
き
ほ
そ
｣

｢
四
六
三
｣

｢
三
的
｣

｢
た
は
さ
み
｣

｢
三
々
九
｣
等
､
所
謂

｢作
物
｣
と
そ
の
実
施
の
仕
方
は
'
今
後
の
研
究
課
題

の
一
つ
で
あ
り
'
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
｡

中
世
古
文
書
の
解
読
と
そ
の
解
釈
は
､
筆
者
の
研
究
と
経
験
不
足
の
た
め
困

難
な
作
業
で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
こ
れ
が
始
め
て
の
公
表
で
あ
る
｡
も
し
誤
り
の

箇
所
が
あ
れ
は
訂
正
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
｡
有
難
く
拝
聴
し
て
将
来
に
生
か
す

つ
も
り
で
あ
る
｡

お
わ
り
に
な
っ
た
が
､
両
古
文
書
を
心
好
-
提
供
し
､
ま
た
多
く
の
御
助
言

を
寄
せ
ら
れ
た
八
戸
市
立
図
書
館
の
西
村
嘉
氏
や
､
筑
波
大
学
図
書
館
の
本
間

良

一
氏
に
厚
-
感
謝
の
意
を
蓑
す
る
次
第
で
あ
る
｡

以

上

(昭
五
二
､

一
㌧
一
五
)
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